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大歓声でお出迎え
　鍋条例を盛り上げようと、梅沢富美男さんと中村
玉緒さんが鍋イベントにゲスト出演。梅沢さん考案
の「南部町鍋」が、この日を待ちわびた約6００人の
来場者に振る舞われました。
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笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
条
例
（
鍋
条
例
）
の
制
定
を
記

念
し
て　

月　

日
、
梅
沢
富
美
男
さ
ん
と

10

20

中
村
玉
緒
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た「
鍋
を

囲
ん
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」が

名
川
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
待
ち
わ
び
た
来
場
者
は
、
ス

テ
ー
ジ
に
梅
沢
さ
ん
と
中
村
さ
ん
が
登
場

す
る
と
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
お
出
迎

え
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
梅
沢
さ
ん
が
考
案

し
た
「
南
部
町
鍋
」
を
鍋
委
員
や
名
久
井
農

業
高
校
の
生
徒
ら
が
料
理
し
て
、
約
６
０

０
人
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
き
の
こ
が
メ

イ
ン
の
鍋
料
理
に
、
食
用
菊
や
長
芋
、
南
部

太
ネ
ギ
な
ど
町
自
慢
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
。
新
た
な
鍋
料
理
の
完
成
を
祝
い

な
が
ら
、
美
味
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

　

会
食
後
に
は
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
。
お
二
人
の
出
会
い
は
昭
和　

年
、

57

北
海
道
で
行
わ
れ
た
梅
沢
さ
ん
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
に
、
中
村
さ
ん
が
出
演
し
た

こ
と
で
、
当
時
か
ら
映
画
女
優
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
中
村
さ
ん
が
、
若
手
歌
手
の

梅
沢
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
明
治
座
公
演
で
共
演
し
て
い
る

お
二
人
。
中
村
さ
ん
が
舞
台
で
歌
に
挑
戦

し
た
こ
と
や
、
梅
沢
さ
ん
が
演
じ
る
女
形

の
魅
力
な
ど
、
楽
し
い
話
題
で
ト
ー
ク
は

盛
り
上
が
り
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

食べて笑ってお腹いっぱい

美味しい料理と楽しいトークを満喫

楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
梅
沢
富
美
男
さ
ん
㊨
と
中
村

玉
緒
さ
ん

梅沢富美男＆中村玉緒 鍋を囲んでバラエティートークショー

インタビュー
吉田正敏さん㊧紀子さん夫妻（洋野町）
　鍋料理は、菊の香りが良くて長芋が
入るとまろやか。とても美味しかった
ので、私も作ってみたいと思います。
また、梅沢さんに握手をしてもらった
り、中村さんの笑い声も聞くことがで
きて、とても楽しい時間でした。
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ス
テ
ー
ジ
上
で
鍋
料
理
を
会
食
す
る
ゲ
ス
ト
ら

食用菊をまぶした梅沢流南部町鍋が完成梅沢さんと参加者全員で記念の一枚

梅
沢
さ
ん
㊧
指
導
の
も
と
南
部
町
鍋
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
振
る
舞
う
鍋
料
理

を
、
来
場
者
に
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い

と
、
梅
沢
さ
ん
は
前
日
か
ら
南
部
町
に

入
り
、
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
食

材
さ
が
し
。
き
の
こ
類
や
食
用
菊
な
ど
、

旬
の
野
菜
で
料
理
の
ア
イ
デ
ア
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ゆ
と
り
あ
に
移
動
し
て
行
わ
れ
た
料

理
教
室
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
う
鍋

委
員
ら
が
参
加
。
梅
沢
さ
ん
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
具
材
を
入
れ

る
順
序
や
調
味
料
の
分
量
な
ど
を
確
認

し
た
ほ
か
、「
梅
沢
流
南
部
町
鍋
」
を
試

食
し
て
い
ま
し
た
。

梅
沢
さ
ん
に
よ
る
料
理
教
室
が
開
催

　

梅
沢
さ
ん
が
考
え
た
鍋
料
理
は
、

誰
で
も
簡
単
に
料
理
が
で
き
て
多
く

の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

食
材

▽
き
の
こ
類
／
し
め
じ
、
椎
茸
、
マ

イ
タ
ケ
、
エ
ノ
キ
、
そ
れ
ぞ
れ
１

パ
ッ
ク
。

▽
肉
／
鶏
む
ね
肉
ま
た
は
、
も
も
肉

１
枚
。

▽
野
菜
類
／
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
メ
ー
ク

イ
ー
ン
）
２
個
、
南
部
太
ね
ぎ
１

本
、
長
芋
３
０
０
～
４
０
０
ｇ
、

食
用
菊
ト
ッ
ピ
ン
グ
用
一
掴
み
、

豆
腐
１
丁
。

▽
マ
ロ
ニ
ー

▽
調
味
料
／
丸
鶏
ガ
ラ
ス
ー
プ
大
さ

じ
１
、
ほ
ん
だ
し
大
さ
じ
１
、
め

ん
つ
ゆ
１
５
０
㏄
、
水
１
５
０
０

㏄
。

調
理
方
法

▽
食
材
を
食
べ
や
す
い
サ
イ
ズ
に
切

る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
大
き
目
に
切

る
。
乾
燥
し
て
い
る
菊
は
戻
し
て

お
く
。（
生
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
）

▽
土
鍋
に
水
１
５
０
０
㏄
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
鶏
肉
を
入
れ
て
火
に
か
け

る
。

▽
調
味
料
で
味
を
整
え
た
ら
、
き
の

こ
、
豆
腐
、
ね
ぎ
を
入
れ
て
煮
る
。

▽
具
材
が
煮
え
た
ら
、
す
り
お
ろ
し

た
長
芋
に
、
お
玉
１
杯
分
の
だ
し

を
か
ら
め
て
、
ふ
ん
わ
り
と
の
せ

て
ふ
た
を
す
る
。

▽
１
分
後
に
食
用
菊
と
マ
ロ
ニ
ー
を

入
れ
て
完
成
。

梅
沢
流 
南
部
町
鍋
レ
シ
ピ

 
（
３
～
４
人
分
）
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抜本的な河川改修を早期に実現を

　国土交通省青森河川国道事務所は10月21
日、馬淵川流域の首長や大学教授らで構成す
る「馬淵川水系河川整備学識者懇談会（座長・
佐々木幹夫八戸工業大学大学院教授）」の会合
を八戸市のユートリーで開きました。
　会合では、台風18号に伴う馬淵川の出水状
況と河川改修事業の進捗について、国と青森
県の担当者から説明がありました。
　工藤町長は「河道掘削は、河幅を広げるほか
に底から掘削していく必要があるのでは。ま
た大雨の際、当町では堤防が低い「青い森鉄

道」の 橋台 部分から水が溢れてきたり、水害に
きょうだい

見舞われる地区が複数ある。治水計画の見直
しや早期の河川改修をお願いする」と要望し
ました。また「馬淵川とともに生きる期成同
盟会」の活動として、馬淵川整備の推進の要望
書を青森県知事に提出してきたことが報告さ
れました。
　このほか「馬淵川総合水系環境整備事業」
について、国の担当者から魚道整備や地域住
民の河川清掃などの実施報告があり、引き続
き事業を進めていくことが採択されました。

【馬淵川水系河川整備学識者懇談会会合】

馬淵川整備事業の進捗確認と馬淵川総合水系環境整備事業の再評価をおこなった会合

　馬淵川中下流域に位置する八戸市、南部町、
三戸町の首長や地域住民らで構成される「馬
淵川とともに生きる期成同盟会」の総会が10
月８日、ふれあい交流プラザで行われました。
　同会の会長である工藤町長が「台風18号に
より馬淵川が氾濫し、２年前と同じような被
害を受けた。県、国に対して河川整備推進の
更なる要望活動が必要」とあいさつ。総会で
は、台風18号による当町と三戸町の被害状況
が報告されたほか、同会の要望案として堤防

高については降雨量の計算のほかに、その他
の気象状況を考慮したうえでの計画の見直
し、また櫛引橋から上流部の 狭窄 部の早急な

きょうさく

河川改修、国による馬淵川の中下流一体管理
の実現などを確認しました。なお、熊原川に
おいても甚大な被害があったことから、田子
町が同会に加入することを了承しました。
　10月18日には、同会で決定した馬淵川治水
対策の早期推進に向けた要望書を、三村申吾
青森県知事に提出しました。

【馬淵川とともに生きる期成同盟会総会】

【１】県からは馬淵川整備事業の進捗について説明がありました【２】三村知事㊧に要望書を手渡す工藤町長
【１】 【２】

馬淵川治水対策の取り組み
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台
風　

号
で
被
害
を
受
け
ら
れ

18

ま
し
た
皆
様
に
対
し
て
、
改
め
ま

し
て
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
「
台
風
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
南
部
町
の
場
合
は
全
く

当
て
は
ま
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
合
併
直
後
の
平
成　
18

年
の
水
害
、
一
昨
年
の
台
風　

号
15

に
続
き
、
今
年
９
月
の
台
風　

号
18

に
よ
り
、
住
宅
へ
の
浸
水
、
農
地

の
冠
水
と
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
県
・
国

に
対
し
て
、
馬
淵
川
の
治
水
対

策
、
河
川
整
備
を
再
三
に
わ
た
り

要
望
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
馬
淵
川
の
管
理
は
、
下

流
域
で
あ
る
河
口
か
ら
櫛
引
橋

（
八
戸
市
）ま
で
が
国
の
直
轄
区
間

で
あ
り
、
中
流
域
の
櫛
引
橋
か
ら

三
戸
町
ま
で
が
青
森
県
の
管
理
、

上
流
域
の
県
境
か
ら
源
流
ま
で
が

岩
手
県
の
管
理
と
、
３
つ
の
管
理

区
間
に
分
か
れ
て
お
り
、
効
率
的

な
一
括
し
た
管
理
、
治
水
対
策
が

行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
が
馬
淵
川
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
、
河
道
掘
削
、
輪
中
堤
の

整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
結
果
的
に
は
治
水

対
策
と
し
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

町
は
、
こ
れ
ま
で
流
域
市
町
村

で
構
成
す
る
「
馬
淵
川
と
と
も
に

生
き
る
期
成
同
盟
会
（
八
戸
市
、

南
部
町
、
三
戸
町
、
田
子
町
）」
を

設
立
し
、
県
・
国
関
係
機
関
に
対

し
て
数
々
の
要
望
活
動
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
一
昨
年
に
続
き
台
風

の
被
害
を
受
け
、
先
般
、
青
森
県

知
事
に
対
し
、
青
森
県
が
進
め
て

い
る
「
馬
淵
川
床
上
浸
水
対
策
特

別
緊
急
事
業
」
に
つ
い
て
、
河
道

掘
削
や
輪
中
堤
等
の
整
備
は
も
ち

ろ
ん
、 
狭
窄
部 
の
改
修
、
堤
防
高

き
ょ
う
さ
く
ぶ

の
見
直
し
な
ど
の
抜
本
的
な
計
画

の
見
直
し
と
、
中
流
域
一
体
の
国

管
理
の
実
現
を
図
ら
れ
る
よ
う
、

強
く
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
根
気
強
く
が
ん
ば
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

に
も
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
は
、
災
害
対
応
と
し
て
「
人

的
被
害
を
絶
対
出
さ
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
第
一
優
先
で
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
早
目
の
避
難
準
備

情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を

防
災
無
線
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
な
ど

を
使
い
、
情
報
を
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も

早
目
の
避
難
と
災
害
に
備
え
て
の

早
目
の
準
備
体
制
を
取
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
た
と

え
、
空
振
り
の
準
備
で
終
わ
っ
た

と
し
て
も
命
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
第
一
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

災
害
後
の
処
理
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
も
進
行
中
の
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
消
毒
の
実

施
、
ゴ
ミ
処
理
、
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
、
保
険
料
や
税
の
減
免
、
見
舞

金
の
支
給
等
々
、
今
後
も
町
と
し

て
も
万
全
の
体
制
を
取
り
、
出
来

る
だ
け
早
い
対
応
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

母
な
る
川
「
馬
淵
川
」
は
、
時

に
は
暴
れ
川
に
な
り
ま
す
が
、

我
々
に
多
く
の
恵
み
の
水
も
与
え

て
く
れ
ま
す
。
馬
淵
川
の
早
期
整

備
完
了
と
自
然
を
大
切
に
し
、
共

に
融
和
し
町
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

馬淵川治水対策の取り組み

台風18号で大向地区の道路が冠水

母なる川と共に安心し
て暮らせる町づくり
南部町長　　工藤　祐直
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平
成　

年
度
決
算
が
、
９
月
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

24

一
般
会
計
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支
は
、
３
億
３
千
８

９
３
万
円
。　

年
度
に
繰
り
越
す
̍
億
̎
千　

万
円
を
差
し
引
い
た

25

９０

実
質
的
な
収
支
は
、
̎
億
̍
千
８
０
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金

な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算

24
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

歳入

地方譲与税・交付金（3.3%）
3億 4,723 万円

町債（8.4%）
8億 8,860 万円

国・県支出金（12.1%）
12 億 7,167 万円

地方交付税（55.8%）
58 億 6,381 万円

町税（13.6%）14億3,474万円

諸収入（2.8%）2億9,903万円

使用料及び手数料（1.0%）1億526万円
分担金及び負担金（1.0%）9,980万円

その他収入（2.0%）2億458万円

（町税14億3,474万円÷平成25年３月末人口20,196人）
町民一人あたりに納めていただいた町税の額　71,041 円

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税や、
国・県などからの補助金などです。）

町税（14億3,474万円）の内訳
町民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税

5億 4,120 万円
7億 3,695 万円

5,124 万円
1億 535 万円

一般会計の歳入は105億1,472万円。前年度に比べて4.7％
の減となりました。

　町税や交付税な
どの経常的一般財
源収入に人件費な
どの経常経費が、ど
の程度占めている
かを表す比率で、財
政構造の弾力性を
判断する指標です。
80％以下が健全と
されています。

　歳入から歳出を
差し引いた差額か
ら翌年度に繰り越
すべき一般財源を
控除した額（実算収
支）の標準財政規模
に対する割合。3％
から5％が妥当とさ
れています。

　通常必要とする
支出額に対し、標準
的に収入される町
税などの割合で、数
値が大きいほど財
政的に余裕がある
ことを示す指数。

経常収支比率

（昨年度より0.3ポイント減）

84.０％

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

財政力指数 実質収支比率

（昨年度より0.01ポイント減） （昨年度より0.5ポイント減）

０.25 ３.０％
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歳出
（性質別）

歳出
（目的別）

その他（商工費など）（5.4％）5億 5,533 万円

民生費（23.2%）23 億 6,605 万円

総務費（21.3%）21 億 6,758 万円

公債費（18.8%）
19 億 1,169 万円

教育費（7.6%）7億 6,926 万円

消防費（4.5%）4億 5,927 万円
土木費（4.6%）4億 6,427 万円

衛生費（7.2%）7億 2,886 万円

農林水産業費（7.4%）7億 5,348 万円

人件費（15.7%）16 億 20 万円

公債費（18.8%）19 億 1,169 万円

物件費（9.7%）9億 9,028 万円
補助費等（12.1%）
12 億 3,144 万円

繰出金（13.6%）
13 億 8,344 万円

積立金（10.0%）
10 億 1,727 万円

扶助費（8.5%）8億 6,347 万円

普通建設事業費（10.3%）10億4,830万円
（災害復旧事業費含む）

その他（1.3%）1億 2,970 万円

（歳出額101億7,579万円÷平成25年３月末人口20,196人）
町民一人あたりに使われた額　503,852 円

義務的経費　
43.0％

投資的経費
10.3％

その他の経費
46.7％

一般会計の歳出は101億7,579万円。前年度に比べて5.3％の減となりました。

基金残高 標準財政規模借入金の残高

（昨年度より1億404万円減）

75億2,175万円

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一
般財源の規模の大きさを示す指
標で、各収支比率等の財政指標
の分母となる数値。

　返済が２年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

　基金には、財源不足を補う
ための財政調整基金や地方債
の返済を計画的に行うための
減債基金などがあります。

60億円

30億円

20億円

10億円

40億円

50億円
その他基金
27億1,699万円

財政調整基金
9億1,771万円
23年度
58億1,465万円

その他基金
33億2,809万円

財政調整基金
10億6,801万円

減債基金
21億7,995万円

減債基金
25億3,193万円

24年度
69億2,803万円

特別会計
44億3,255万円

一般会計
158億4,847万円

23年度　
202億8,102万円

特別会計
45億7,945万円

一般会計
150億4,985万円

24年度　
196億2,930万円

200億円

100億円
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一般会計の主な事業と決算額
平成24年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

　南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができな
いため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品の購入（建設事業費）や住宅等ローン返済（公
債費）を増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

老人福祉事業 ６億6,014万円
児童福祉事業 ５億3,169万円
障害者福祉事業 ４億4,555万円
健康診査・予防接種事業 9,513万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 ２億5,176万円
町営住宅管理・建設事業 9,757万円
消防・防災事業 ４億5,927万円
地域交通対策事業 8,153万円

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち

協働と参画により町民が主役となるまち
地域振興基金の積立 １億7,464万円
自治振興事業 1,286万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理、教育振興事業 １億6,880万円
保健体育施設管理運営事業 8,721万円
公民館等管理運営事業 4,349万円
文化財保護事業 1,699万円
奨学基金繰出金 1,691万円
幼稚園管理運営事業 1,514万円
語学指導外国青年招致事業 1,494万円
中学生海外研修事業 1,127万円

産業振興で活力と交流に満ちたまち
農村整備事業 ２億433万円
農業振興事業 １億812万円
観光施設管理事業 １億3,438万円
商工業振興事業 4,188万円
観光振興事業 3,684万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金 ２億6,359万円
塵芥処理事務組合負担金 １億9,540万円
環境整備事務組合負担金 9,312万円
ゴミ収集運搬事業 5,011万円
公園管理事業 805万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立 ４億8,180万円
地籍調査事業 3,822万円

南部さんの家計簿 南部町の一般会計決算を2,000分の1にして、架空の南部
さんの家計簿に例えてみました。

決算上の区分金額項目

町税717,370円給与収入

使用料及び手数料財
産収入ほか109,680円パート収入及

び賃貸収入
地方交付税、国・県
支出金、交付金等3,741,353円親からの援助

繰入金31,956円貯金取り崩し

町債444,300円借金

諸収入、寄付金150,593円雑入

繰越金62,106円繰越金

5,257,358円合計

【歳入】
決算上の区分金額項目

人件費800,101円食費

扶助費431,735円医療費

公債費955,846円住宅等ローン返済

物件費、補助費
等、貸付金1,117,911円生活費

繰出金691,722円仕送り

積立金ほか518,786円貯金・株式投資

維持修繕費、
災害復旧費106,674円家の修繕費

普通建設事業費465,119円電化製品の購入

5,087,894円合計

【歳出】
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健全化判断比率等の公表 「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」に基づき、町の財政状況を判断するた
めの指標を公表します。

健全化判断比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示
す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営すること
が望ましいとされています。

資金不足比率
　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当す
るもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業の規
模に対してどの程度あるかを示すものです。

早期健全化基準健全化判断比率区　　分

13.88％－実質赤字比率

18.88％－連結実質赤字比率

25.0 ％14.5％実質公債費比率

350.0 ％32.2％将来負担比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のた
め、「－」表示としています。

 【実質赤字比率】
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入
より歳出が多ければ赤字となります。）
 【連結実質赤字比率】
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入よ
り歳出が多ければ赤字となります。）

 【実質公債費比率】
　借金の返済に充てている額の比率です。
 【将来負担比率】
　将来負担しなければならない借金などの比率です。

経営健全化基準資金不足比率区　　　分

20.0－国民健康保険名川病院
事業会計

20.0－公共下水道事業特別会
計

20.0－農業集落排水事業特別
会計

20.0－簡易水道事業特別会計

20.0－町営地方卸売市場特別
会計

20.0－工業団地造成事業特別
会計
※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されな
いため、「－」表示としています。

平成24年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率
は、いずれも健全であることを示しています。

前年比(％)歳出額前年比(％)歳入額会計名
△2.01億9,252万円△2.01億9,252万円学校給食センター特別会計
4.37,409万円4.27,415万円農林漁業体験実習館事業特別会計

△13.0449万円7.4881万円ボートピア交付金事業特別会計
2.228億4,077万円0.728億8,965万円国民健康保険特別会計
5.123億3,199万円5.123億4,599万円介護保険特別会計
△8.31,358万円△6.41,558万円介護サービス事業特別会計
△1.81億9,098万円△1.71億9,232万円後期高齢者医療特別会計
△0.89億3,762万円△2.39億8,516万円国民健康保険名川病院事業会計
△46.71億7,218万円△46.61億7,316万円公共下水道事業特別会計
6.52億5,796万円6.52億5,796万円農業集落排水事業特別会計

△95.1432万円△95.1432万円簡易水道事業特別会計
△14.826億3,831万円△14.726億4,204万円町営地方卸売市場特別会計
37.324万円37.924万円工業団地造成事業特別会計
1.73億7,648万円2.13億8,187万円介護老人保健施設特別会計

△28.993万円7.14,378万円大字上名久井財産区特別会計
△22.485万円△26.0311万円大字平財産区特別会計
△20.6209万円1.92,058万円大字平字下平外14字財産区特別会計
△4.9275万円△2.13,687万円大字下名久井字田端外17字財産区特別会計
△43.519万円1.7148万円大平財産区特別会計
△4.9100億4,234万円△5.2102億6,959万円合　　　　　　　計

特別会計決算 　特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、経
費を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。
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　木村秋則自然栽培ふれあい塾の閉講式が10月３日に南部公民館
で行われ、出席した塾生66人に木村秋則さんから受講証明書が授
与されました。
　式では、三戸町から参加した西野悠さんが「仲間から励ましても
らいながら、貴重な体験ができました」と感謝の気持ちを述べてい
ました。
　今年で２回目となる塾には、全国から81人が参加。木村さんか
ら自然栽培法を教えてもらいながら、当町と五戸町の 圃場 でトマ

ほじょう

トや枝豆、ジャガイモなどの栽培を実践しました。また、閉講式前
日には収穫祭が行われ、塾生が研修で栽培した農産物を味わいな
がら研修を振り返っていました。

受講生に受講証明書が授与される
木村秋則自然栽培ふれあい塾閉講式

木村さん㊧から受講証明書を受け取る塾生

木村秋則さんから受講生へ

　栽培技術を磨いてほしい
　人や環境に優しい農業が注
目される中、この塾で得た知
識を活かして、農作物作りに
励んでもらいたい。そして、
今後も仲間と情報交換をしな
がら栽培技術を磨き、新しい
知恵を生み出してもらえれば
うれしい。皆さんの更なる活
躍を期待しています。

　南部七唄七踊り全国大会が９月22日に楽楽
ホールで開催され、小学生から一般まで73人
が自慢の唄や踊りを競いました。
　立ち見が出るほど多いに盛り上がった会場
では、出場者が三味線や太鼓の音色に合わせ
て、稽古の成果を堂々と披露。観客からは大き
な拍手と歓声が送られました。
　町内からの出場者では、七唄小学生の部で岩
間友香さん（杉沢）、七唄中・高生の部で四戸
悠生奈さん（上名久井）が、それぞれ優勝に輝
きました。
　岩間さんは「大きい声を出すことができた。
名前を呼ばれた時は驚いたけど、とてもうれし
かった」また、四戸さんは「練習通りに歌うこ
とを心がけた。少し失敗した部分もあったが
全体的に上手くできたと思う」と笑顔で話して
いました。

岩間友香さん、四戸 悠 
ゆ

 生 
き

 奈 さんが七唄で優勝
な

南部七唄七踊り全国大会

七唄で優勝した岩間さん㊧と四戸さん
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　10月１日の「国際音楽の日」にちなんで、南
部町音楽会が10月２日、楽楽ホールで開催さ
れました。
　音楽会は、国内外で活躍している森 知  英 さ

ち え

ん、渋谷かおりさん、藤田純子さんがクラッ
シックなど12曲を演奏。町内の小学６年生、
中学１年生、一般来場者など約450人を魅了し
ました。また音楽会に尽力している当町出身
の川守田三次郎さんも歌声を披露し、あたたか
い拍手が送られていました。

プロの演奏に魅了
南部町音楽会

　ふれあい交流プラザで９月27日、戦没者追
悼式が行われ、太平洋戦争で亡くなった当町出
身の722柱に恒久の平和を誓いました。
　出席者全員で黙とうした後、工藤町長が「悲
しみの歴史を繰り返さないとの決意を新たに、
町の発展と町民の幸せのため、誠心誠意全力を
尽くす」と追悼の言葉を述べました。
　遺族ら約150人は、会場に設置された献花台
に花をささげ、手を合わせて戦没者のご冥福を
祈っていました。

平和と町民の幸せを願う
南部町戦没者追悼式

ピアノと電子オルガンによる演奏 献花台に花をささげる遺族ら

3,634人の長寿を祝う
南部町敬老会

　10月３日に町民体育館で南部町敬老会が開か
れ、75歳以上の町民3,634人を盛大に祝いまし
た。
　式典では工藤町長が「長年、社会にご尽力して
いただいた皆さんに深く感謝します。今後も楽
しく、心豊かに過ごせるよう努めていきます」と
式辞。続いて今年度、100歳を迎えられた３人に
は、内閣総理大臣祝状と青森県知事顕彰が、夫婦
ともに88歳以上になられた19組には、青森県顕

彰が贈られました。
　式典後のアトラクションでは、町郷土芸能保
存会による唄や踊りが披露されたほか、町内の
園児が楽器演奏やおゆうぎなどを発表し「いつま
でも元気で長生きしてください」と、あたたかい
メッセージを送りました。
　出席した692人は、会食をしながら長寿を喜
び、近況を報告し合って楽しい一時を過ごして
いました。

工藤町長㊨から記念品を贈呈される受賞者／かわいい園児のアトラクションに拍手で応えていました
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　10月14・15日、韓国のりんご産地として知
られる 禮山 郡のりんご農協の一行38人が当町

いえさん

を訪れ、りんご農園などを視察しながら、今後
も交流していくことを約束しました。
　一行は町営地方卸売市場のセリを見学。町
職員に荷受けの時間帯や仲買人の人数などを
質問したほか、りんごの大きさや色を確認して
いました。また、パノラマ観光 果  夢  園 では、園

か む えん

主の川守田義雄さん（下名久井）から、生産し
ているりんごの種類などの説明を受けました。

町営市場のセリなどを見学
韓国のりんご農協の一行が当町を訪れる

　町は、高齢者に水中運動を通じて、健康意識
の向上や介護予防の運動習慣を身に付ける高
齢者水中運動教室「お達者ぴん・しゃん塾」を
10月10日、バーデパークで開講しました。
　65歳以上の受講生は、身体測定や体力測定
のあとプールに移動し、バーデパークの職員の
指導を受けながら、手足を大きく動かして歩行
するなど運動を繰り返していました。
　塾は２月まで行われ、運動の効果を体力測定
などでチェックしていきます。

運動習慣を身に付ける
水中運動教室「お達者ぴん・しゃん塾」開講

真っ赤で高品質なりんごに興味津々 膝や腰に不安を抱えている人でも水中運動は楽々です

　認知症になっても安心して暮らせる地域づ
くりを目指すため、徘徊により行方不明になっ
た認知症高齢者を捜す模擬訓練が10月18日、
ゆとりあ周辺で行われました。
　訓練には、ほのぼの交流協力員や民生委員な
ど約30人が参加。行方不明者に扮したグルー
プホームの職員を捜し、発見した時の声掛けや
保護の仕方を実践しました。
　参加者は、徘徊者との接し方を学んだ後、２
人１組になって訓練を開始。オレンジ色のベ
ストやスカーフなどを身に付けた徘徊者を発
見すると、正面に回って「こんにちは」「どこ
に行くのですか」と声かけをして会話を進めて
いきました。また、一緒に座って話を聞いた
り、笑顔で接しながら対処法を確認しました。
　訓練終了後のアンケートには「今回の訓練
を、実際の場面でも生かしていきたい」などの
感想がありました。

認知症徘徊者の接し方を実践
第３回「南部町徘徊・見守りＳＯＳネットワーク」模擬訓練

徘徊者役の人㊧を見つけて声を掛ける参加者
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期日　11月10日（日）
日程
渇町内小学校、三戸郡下中学校女子、町内クラ
　ブ、地区対抗の部
スタート／三戸駅前９時30分
ゴール／ふるさと運動公園陸上競技場
表彰式／ふるさと運動公園陸上競技場11時30分
渇三戸郡下中学校男子、一般の部
スタート／三戸駅前10時30分
ゴール／ふくち運動公園多目的広場
表彰式／ふるさと運動公園陸上競技場12時30分
※コースが交通規制となりますので、ご協力お
　願いします。
問合せ　名川Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎0178-76-3310

南部町縦断駅伝競走大会

　上斗賀町内会（石塚勝明会長）、沖田面町内会
（山口裕貢会長）では、宝くじの助成金で備品を
整備しました。
　上斗賀町内会では伝統芸能の継承と町内会
における災害時の体制確保のために発電機や
テントなど、また、沖
田面町内会では町内会
活動の活性化を図るた
めにイベント用のス
テージや音響機材を整
備し、地域の活動に役
立てていきます。

宝くじの助成金で備品を
整備

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一堂に会し、新年を祝うとともに町発展に
向けた懇談を行います。
期日　平成26年１月７日（火）
時間　11時～14時
場所　楽楽ホールおよび名川中学校体育館
会費　１人2,000円
申込み　12月13日（金）までに、総務課（本 
 　庁舎）または名川・南部分庁舎の窓口へお申
　し込みください。
問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

新年互礼会を開催します

　９月２日に行われた選挙管理委員会で、任期
満了に伴う南部町長選挙の日程が以下のとお
り決まりました。
　あなたの一票が、町の未来をつくる大切な選
挙です。棄権しないで投票してください。
投票日　平成26年１月26日（日）
立候補予定者説明会　12月20日（金）
　南部町役場　本庁舎
開票日　平成26年1月26日（日）21時
　総合保健福祉センター「ゆとりあ」
問合せ　選挙管理委員会（本庁舎）
☎0178-84-2111

南部町長選挙の日程が決
定しました
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町の情報をお知らせします

高齢者インフルエンザ予防接種

受付時間接種期間医療機関

９時30分～11時11月30日までの月～金曜日名川病院
☎0178-76-2001

13時～13時30分11月８日（金）、11日（月）、12日（火）、
13日（水）、15日（金）

南部病院
☎0179-34-3131

葛月・火・水・金曜日　
　９時～11時、15時～17時
葛木・土曜日　９時～11時

11月30日までの月～土曜日
（木・土曜日は11時まで）

川守田外科胃腸科
☎0178-75-0898

葛月・火・木・金曜日　
　９時～11時、14時～17時30分
葛水・土曜日　９時～11時

11月30日までの月～土曜日
（水・土曜日は11時まで）

かわむら内科クリニック
☎0178-84-3111

13時30分～14時11月８日（金）、11日（月）、12日（火）、
13日（水）、15日（金）

はらだクリニック
☎0178-60-1661

11月中に施設へ入所している人、病院へ入院中の人へ

　入所中の施設や入院中の病院で、インフル
エンザの予防接種を受けることができます。
　料金を全額支払った後で、町へ申請書を提
出することにより、費用の一部をお返ししま
す。（公費負担の対象は、11月中の接種１回
分です）
申請に必要な書類
①申請書（健康福祉課（名川分庁舎）または
福地サービス班（本庁舎）、住民生活課（南
部分庁舎）で配布します）
②印鑑
③町で配布した予診票（11月中に接種した記
録のあるもの）

④インフルエンザ予防接種と明記してある原
本の領収書

⑤本人名義の振込先銀行通帳または、キャッ
シュカード（申請時にコピーをとらせてい
ただきます）

⑥病院へ入院していた人は、それを証明でき
る領収書など。

⑦生活保護受給者は、医療受給証など生活保
護を受けていることが確認できる物。

提出場所　健康福祉課（名川分庁舎）または
福地サービス班（本庁舎）、住民生活課（南
部分庁舎）

提出期限　平成26年１月31日（金）

　11月１日から下表の医療機関で高齢者イン
フルエンザ予防接種を実施していますので、
希望する人は各医療機関へお問い合わせのう
え、接種して下さい。申込みは不要です。
対象者　平成25年10月31日までに、
　葛65歳以上の人
　葛心臓や腎臓、呼吸器などに障害のある60

歳以上の人
※対象者には、予診票と説明書を送付してい
　ます。

接種料　1,000円（生活保護受給者は無料）
問合せ　健康福祉課（名川分庁舎）
☎0178-60-7101
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農業用免税軽油の申請受付
　農家の人が農業用に使用する軽油は、一定の手
続きを行った場合に限り免税となります。この課
税を免除された軽油が「免税軽油」です。
　町は、農業用免税軽油の申請を、次のとおり受
け付けします。
期間　11月19日（火）～21日（木）
時間　９時～12時、13時～16時

必要書類

場所　中央公民館
申請できる人　農作業に使用する機械を持つ農家
免税額　１リットルあたり32円10銭の免税
その他　期間内に申請できない人は、三八地域県
　民局県税部に申請となります。
問合せ　農林課（中央公民館内）☎0178-76-2308
　　　　三八地域県民局県税部課税第一課
　　　　☎0178-27-5111（内210）

更新申請継続申請新規申請手数料書類
○○○300円耕作証明書
○－○400円使用者証発行手数料
○○○390円返信用切手代
○○－－免税軽油使用者証
－－○－使用機械販売証明書
○○○－印鑑
○○○－返信用封筒

問合せ　財政課（本庁舎）☎0178-84-2111公共工事契約状況

【9月20日入札】

工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名
自：25年  ９月25日
至：25年11月30日9,243,150円㈲澤向住建大向地区仲卸市場トイレ増設工事

自：25年  ９月25日
至：25年12月20日3,727,500円㈲ピィース工業相内地区旧相内小学校プール解体工事

自：25年  ９月25日
至：26年  ３月10日8,746,500円㈲工藤土建剣吉地区上町・上平線道路改良2号工事

自：25年  ９月25日
至：26年  １月31日8,977,500円㈲北向建設剣吉地区桜町・桜本町線道路改良1号工事

自：25年  ９月25日
至：25年12月10日4,024,650円㈲夏善工業相内地区上沢・五戸線道路舗装工事

自：25年  ９月25日
至：26年  ３月10日9,254,280円㈱山口製材所鳥谷地区青鹿長根・高屋敷線道路

改良1号工事
自：25年  ９月25日
至：25年12月20日20,454,000円㈱夏堀組福田地区あかね団地内道路舗装改修工事

自：25年  ９月25日
至：26年  １月31日14,857,500円㈱山口製材所玉掛地区南部町諏訪ノ平公民館新築工事

自：25年  ９月25日
至：25年11月  ８日1,680,000円㈲ヤマカ夏堀塗装福田地区南部町あかね集会所

屋根塗装工事
自：25年  ９月25日
至：26年  ３月20日32,340,000円夏堀工務店㈱下名久井地区南部町医療健康センター

外構整備4号工事
自：25年  ９月25日
至：25年12月13日26,512,500円㈱松本工務店上名久井地区農林漁業体験実習館チェリウス

機械設備更新工事

【10月11日入札】
工　　期契約額（円）請負業者工事場所工　　事　　名

自：25年10月15日
至：25年12月20日6,456,450円㈲工藤土建大向地区南部下水管渠第45号工事

自：25年10月15日
至：25年12月20日14,385,000円㈱松本工務店大向地区向小学校屋外トイレ設置工事
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まちの話題

報告に訪れた（左から）中村貞一幹事長、中村正一郎会長

今後も楽しく活動を続けていく
名川ＵＵクラブの活動が国から評価

　ボランティア活動や会員の健康づくりを行って
いる「名川 Ｕ  Ｕ クラブ（中村正一郎会長）」が、高

ゆう ゆう

齢者の生き生きとした積極的な活動として国から
評価され、社会参加章を受賞しました。
　同クラブは毎月、ウォーキンクやグラウンドゴ
フルなどの運動を中心に活動しているほか、町内
のゴミ拾いなど環境美化に努めています。
　工藤町長に受賞の報告に訪れた中村会長と中村
貞一幹事長は「これからも会員と楽しく活動を続け
ていきたい」と話していました。

木村和子先生㊧指導のもと更なる向上を目指すメンバー

楽しく踊り堂々の２連覇
奥瀬由衣組が黒石よされの組踊り大賞部門で優勝

　８月16日に黒石市で開催された黒石よされの組
踊り大賞部門で、南部追分を踊った奥瀬由衣組が
２年連続で優勝し、工藤町長に喜びの報告をしま
した。
　高校生を含む６人は、練習の成果を存分に発揮
し、息の合った手踊りを披露。奥瀬さんは「楽し
く踊ることができた」と振り返っていました。ま
た、笑顔の奥瀬組のメンバーを前に工藤町長は
「これからも稽古に励み、手踊りを盛り上げてく
ださい」と激励しました。

手袋やキャップを身に付けて漬物作りを手伝う生徒

受け入れ農家で汗を流す
秋季農作業体験支援活動

　名久井農業高校１年生100人が10月９・10
日、秋季農作業体験支援活動を行い、農作業に汗
を流しました。
　17戸の受け入れ農家に分かれた生徒は、反射
材シートの設置、りんごやイチゴの収穫を体験。
農家の人からアドバスを受けながら作業を手伝
い、農業への理解を深めました。
　ぶどうの収穫を手伝った根市朋弥君は「収穫で
きる喜びを感じながら作業ができました」と話し
ていました。

黄金色の稲を刈り取る児童たち

鎌を使って稲刈りに挑戦
長坂下環境保全隊で秋の収穫祭

　剣吉地区の長坂下環境保全隊（出町勝代表）は
９月30日に秋の収穫祭を行い、５月にまっしぐら
の苗を植えた剣吉小学校の５年生26人が、鎌を
使って稲刈りに挑戦しました。
　出町代表らのあいさつの後、児童は保全隊の指
導を受けながら手際よく刈り取り、束ねていきま
した。ぬかんだ田に足を取られる児童もいて、田
んぼには歓声が広がりました。
　三和 凌  大 君は「上手に稲を刈ることができて楽

りょう た

しかった」と笑顔を見せていました。
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TOWN　TOPICS

暗くなるとキャンドルに火が灯され幻想的な雰囲気に

魅力ある駅舎を目指して
ツリーハウスが諏訪ノ平駅にお披露目

　10月19日、諏訪ノ平駅前に約４ｍのツリーハ
ウスが設置され、その完成披露会が行われまし
た。これは、魅力ある駅舎づくりに取り組んでい
るＮＰＯ法人なんぶねっと（四戸泰明代表）が実
施したもので、制作は、剣吉出身で木工職人の平
野直樹さんが担当。腐りにくい “ から松”を使っ
て、約３か月間で作りました。
　ツリーハウスに上った沼畑 杏 さん（南部小５

あん

年）は「木の香りも素敵で眺めも良かった」と笑
顔を見せていました。

訪れた方々に大粒ブドウをプレゼントしました

空港利用者に新鮮果物をＰＲ
青森空港を活用した南部町・達者村プロモーション

　10月19日・20日、青森空港において、秋の収
穫最盛期を迎えた新鮮果物や、歴史・文化等の地
域資源に恵まれた町のＰＲ活動が行われました。
　今回の企画では、南部町フルーツ娘や地元農家
から、シャインマスカットとルビーオクヤマ、
ウィンクの３品種の大粒ブドウが入った小パック
がプレゼントされたほか、出発口特設ステージで
フルーツ娘がマイクＰＲを行うなど、秋の行楽
シーズンで賑わう空港内で、南部町・達者村のこ
とを存分にＰＲすることができました。

おいしい料理におかわりをする児童もいました

具たくさんの芋汁を味わう
芋煮会で交流を楽しむ

　鳥舌内老人クラブ（田村千代美会長）は10月17
日、名川南小学校の児童と鳥舌内児童館の園児と
の交流を兼ねた芋煮会を、鳥舌内すこやかセン
ターで行いました。
　老人クラブの人が作ったさと芋で、具たくさん
の芋汁を味わった子どもたち。お礼に、名川南小
の児童が歌を歌ったたり、肩たたきをしたほか、児
童館の園児が手作りの小物をプレゼントしました。
　６年の金山 千  紘 君は「里芋がやわらかくてとても

ち ひろ

おいしかった」と話していました。

工藤町長を訪れた（左から）町老人クラブ連合会の和田盈
行副会長、五十嵐会長、工藤隆治副会長

クラブの育成や福祉の向上に尽力
町老人クラブ連合会が青森県から表彰

　町老人クラブ連合会（五十嵐久一会長）が、優
良市町村老人クラブ連合会として青森県から表彰
されました。
　これは、同クラブがスポーツ活動や三世代交流
のイベント、研修などを積極的に行っており、ク
ラブの育成や福祉の向上に尽力されたことが認め
られたものです。
　９月30日に代表者が工藤町長を訪れ「生きがい
を持ちながら活動に取り組んでいきます」と抱負
を話していました。
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鍋料理と共に味わって

　今回は、10月20日に行われた「駅からハイキング」に参加
し、達者村の自然と食を堪能した、小野真理子さん（秋田県）、
高橋俊雄さん・藤田梢さん（岩手県）の３人にインタビュー
しました。

さまざまな出来事をお伝えします
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り
ま
す
が
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
、
パ
イ
カ
丼
や
南

部
太
ネ
ギ
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

パ
イ
カ
丼
は
お
肉
が
と
て
も
や

わ
ら
か
く
、
特
製
の
タ
レ
と
の
相
性

が
抜
群
で
、
何
度
で
も
食
べ
た
く
な

る
よ
う
な
味
で
し
た
し
、
南
部
太
ネ

ギ
は
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い

ぐ
ら
い
太
く
、
普
通
の
ネ
ギ
よ
り
も

甘
み
が
あ
っ
て
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
西
舘
農
園
で
は
様
々
な
品

種
の
ぶ
ど
う
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
お

土
産
に
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も

購
入
で
き
、
南
部
町
の
自
慢
の
果
樹

や
お
い
し
い
食
材
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
て
大
満
足
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

　

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
地
域

の
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
心
に
残

る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
南
部
町

特
有
の
食
を
堪
能
し
た
り
、
産
直
に

寄
っ
て
新
鮮
で
安
全
な
お
い
し
い

野
菜
を
買
っ
た
り
と
、
ま
た
、
足
を

運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
名

久
井
岳
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
景
観

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
南
部

町
は
四
季
に
応
じ
て
様
々
な
果
物

や
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
今
回
見
ら
れ
な
か
っ
た

景
観
や
他
の
果
樹
を
堪
能
し
た
い

の
で
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
終
え
て
、
南
部
町

の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
方
が
増
え
続
け
る
よ
う
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
・
農
村
交
流
推
進
課　秋

山　

将
毅

イベントに参加した（左から）藤田さん・小野さん・高橋さん

地元の米で作った地酒「めじゃ」が販売

めじゃをＰＲする（左）から山田賢司商工会長、工藤町長、
小田桐友彦商工会副会長、田島豪商工会専務理事㊤／めじゃ
は町内の酒店で販売しており、720mlで価格は1,500円

　町商工会（山田賢司会長）の南部特産
品振興委員会は、南部町産米を使用した
純米吟醸酒を販売することになり、10月
18日に完成品が本庁舎でお披露目され
ました。
　「めじゃ」と名付けた地酒は、方言のう
まいと有名（メジャー）になってほしい
との思いが込められており、味は鍋料理
に合うように少し辛口にしました。
　山田会長は「鍋料理と共に地酒も味
わって、町の活性化につながればうれし
い」と期待し、工藤町長は「地元の米を
使っているので、農家も張り合いが出
る。地酒をみんなでＰＲしましょう」と
呼びかけました。



広報なんぶちょう　11月号19

　小学生スケート教室が、11
月12日から３日間、18時30分
から20時までの日程で行われ
ます。見学などもできますの
で、ふくちアイスアリーナにお
越しください。

日土金木水火月
17161514131211月11日
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室水中運動体験教室/
ヘルシー塾健康教室
2/巡 回 バ ス（Ａ・Ｂ
コース）

小学生スケート教
室

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心者
水泳教室/　やさしい
ウォーキング教室/小
学生スケート教室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験/小学生ス
ケート教室

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

24232221201918
勤労感謝の日水中運動体験教室/

町民温泉健康法教室
/水中ウォーキング教
室/らくらくあしの運
動 体 験/巡 回 バ ス
（Ｃ・Ｄコース）

休館日休館日休館日小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

12月1日302928272625
エアロビクス教室水中運動体験教室/

らくらくあしの運動
体験

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

8765432
エアロビクス教室ヘルシー塾健康教室

/水中運動体験教室/
らくらくあしの運動体
験/巡回バス（Ａ・Ｂ
コース）

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験/ヨガ教室

小学生水泳教室/水
中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

1514131211109
アクアビクス
体験教室

エアロビクス教室水中運動体験教室/
町民温泉健康法教室
/水中ウォーキング教
室/らくらくあしの運動
体験/巡回バス（Ｃ・
Ｄコース）

流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教
室

女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキ
ング体験

小学生水泳教室/
水中運動教室/水
中ウォーキングと
水慣れ教室

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより　☎0178−84−2850

　ふくちアイスアリーナ
の冬季営業が10月13日
から始まり、多くのス
ケートファンで賑わいま
した。
　早朝から、ちびっこア
イスホッケークラブチー
ムが練習を開始。ふくちジュニアと三沢ジュニアの練習試
合も行われ、アリーナは熱気に包まれました。ふくちジュ
ニアのキャプテン笹川 征  廉 君（福田小６年）は「点数を決

せい れん

めることができて良かった。大会で優勝できるようにこれ
から練習を頑張りたい」と話していました。

ふくちアイスアリーナの冬季営業が開始

　安全、安心、安価で新鮮な農産物を販売する
ほか、様々な催しを行います。
期日　11月16日（土）、17日（日）
時間　10時～15時
場所　バーデパーク駐車場
企画内容　餅つき実演／さんま炭火焼／10円
抽選販売／福地小学習田収穫「もち米」販売
／なまずの天ぷらそば販売／福地芸能愛好会
発表／小西礼子歌謡ショー　など

ふくち特産品まつり



平成25年11月平成25年11月平成25年11月平成25年11月
Friday

8
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

Thursday

15
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

14
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ
２歯　ゆとりあ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

22　鍋の日
可燃　名川ＡＢ・南部ＡＢ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

21
新・雑・チラシ　名川Ａ・南部Ａ
ペットボトル　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

29
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

28
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

6
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

5　広報12月号発行予定日
ペットボトル　名川Ａ・南部Ａ
段ボール　名川Ｂ・南部Ｂ
1・6　ぼたんの里

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

13
可燃　名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　個・名病

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12
段ボール　名川Ａ・南部Ａ
新・雑・チラシ　名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

　　Saturday　　 Sunday

9　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

10

16　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

17

23　勤労感謝の日

24　

30　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12月1日

7　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

8

14　可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

15

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）※全予防接種予約制（希望日の10日程前まで）
個・はらだ …個別接種（はらだクリニック）受付8時30分～12時、15時～18時（月・火・水・金）、8時30分～12時（木・土）※要予約（四種混合・ポリオ）
個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分※要予約（四種混合・ポリオ・ヒブ・肺炎球菌・三種混合）
個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分※全予防接種予約制
※接種の種類・医療機関により事前の予約方法が異なります。 各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団検診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎0178−60−7100）へお問い合わ
せください。

木

金 土 日



乳相 …乳児健康相談11月26日「ぼたんの里」…（H25.6～H25.8生）受付9時30分～9時50分、（H24.11～Ｈ25.1生）受付10時～10時20分
　　　  12月10日「中央公民館」…（H25.7～H25.9生）受付9時30分～9時50分、（H24.12～Ｈ25.2生）受付10時～10時20分
1・6 …1歳6か月児健康診査（H24.4～H24.5生）受付12時～12時15分
２歯 …2歳児歯科健康診査（H23.3～H23.5生）受付12時30分～12時50分
４相 …4歳児健康相談（H21.3～H21.4生）受付13時～13時20分

WednesdayTuesdayMonday

13
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

12
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

20
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
段・新　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・はらだ　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

19
可燃　名川Ａ・南部Ａ
４相　ゆとりあ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

18　
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

27
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ
雑・チラシ・古布・その他の紙
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

26
可燃　名川Ａ・南部Ａ　　
乳相　ぼたんの里

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・かわむら　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

25　
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

4
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　不燃　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

3
可燃　名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

2
可燃　福地　　不燃　名川Ａ・南部Ａ
ビン　名川Ｂ・南部Ｂ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

11
可燃　名川Ｂ・南部Ｂ　　
缶・ビン・ペット　福地

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

個・川外　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

10
可燃　名川Ａ・南部Ａ
乳相　中央公民館

個・かわむら　個・川外 
　　　　　　 　　　　 

券
犬
鹸個・はらだ　

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

9
可燃　福地　　不燃　名川Ｂ・南部Ｂ
ビン　名川Ａ・南部Ａ
個・かわむら　個・川外 
個・はらだ　個・名病 　 

券
献
犬
献
鹸個・南病

個・南病　個・名病　ＢＣＧ

四種混合・ポリオ・ヒブ
肺炎球菌・三種混合
ＭＲ混合・日本脳炎

くらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダーくらしのカレンダー

月

 可燃 …可燃物　不燃 …不燃物　粗大 …粗大ごみ　ペット …ペットボトル　新 …新聞紙　雑 …雑誌　段 …段ボール
名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10区、11区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

火 水
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福地保育園　　☎ 0178-84-4118
11月14日　制作遊び

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 11月21日　運動遊び

11月28日　お誕生会

11月13・20・27日つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

11月11・18・25日
12月９日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

なんぶ保育園　　☎ 0179-34-3034
11月14日　クッキング

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 11月21日　お誕生会

11月28日　クリスマス制作

11月11・13・18・20・25・27日サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分～12時

チェリー保育園　　☎ 0178-76-1115
11月14日　七五三制作

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時 11月21日　スタンプ遊び

11月28日　お誕生会

11月11・13・18・20・25・27日
12月９日

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

おいでよ！子育て支援センター

放射線量測定結果（単位： μＳｖ/ｈ ）
マイクロシーベルトアワー

　問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2509 　なんぶ保育園の年長園児が10月７日、昼食
メニューのカレーに使用する具材作りに挑戦
しました。園児は、同保育園の隣接する畑で
収穫したジャガイモを皮むき器で丁寧にむい
たり、にんじんを包丁で食べやすい大きさに
切って料理を楽しみました。工藤純希君は
「包丁をうまく使ってジャガイモを切ること
ができました」と笑顔を見せていました。

カレーの具材作りに挑戦

　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
お子さんなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園
庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、お気軽
にご利用ください。

 

測定日：10月１日（火）曇り、10月15日（火）曇り

土アスファルト地面の形状
測定日

測定地点 10月15日10月1日10月15日10月1日

0.0340.0360.0360.048役場本庁舎

0.0480.044−−杉沢研修館

0.0200.0200.0280.030中央公民館

0.0260.0220.0500.052名川南小学校

0.0300.0320.0360.038町民体育館

0.0220.0200.0380.034元二又屯所付近

専門外来診察日

整形外科　 受付：11時30分まで

▲

11月30日（土） ９時～　　　工藤先生

予約制／受付10時
30分～10時50分先天性股関節脱臼

▲

11月30日（土）　　　　　　　工藤先生

受付：14時30分まで
初診の人は13時30分まで眼科

▲

11月13日（水） 14時～15時　木村先生▲

11月27日（水） 14時～15時　木村先生

泌尿器科　予約制

▲

11月12日（火） 13時～　　　柳沢先生▲

11月18日（月） 13時～　　　伊藤先生▲

11月26日（火） 13時～　　　柳沢先生

都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険　名川病院
☎ 0178−76−2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　　　肛門科、アレルギー科、歯科
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休
館
日

福
地
短
歌
会

わ
が
栗
を
食
ひ
散
ら
か
し
て
幼
ら
の
去
り
た
る
部
屋
に
秋
が
広
ご
る

部
活
に
て
街
路
を
走
る
中
学
生
わ
が
手
を
ゴ
ー
ル
に
最
後
の
疾
走

雨
の
た
び
お
だ
や
か
な
ら
ず
増
水
の
自
然
の
力
に
怯
え
て
生
き
る

勢
力
の
萎
へ
ゆ
く
樹
々
を
急
か
す
が
に
降
る
秋
雨
の
音
を
聞
く
夜

ふ
る
さ
と
の
秋
の
祭
り
の
山
車
を
引
く
兄
夫
婦
ら
の
声
が
寄
り
来
る

秋
彼
岸
そ
こ
は
か
と
な
く
母
顕
ち
て
老
い
ゆ
く
吾
を
見
守
り
給
ふ

孫
の
来
て
何
や
ら
小
声
に
つ
ぶ
や
き
て
追
は
る
る
や
う
に
部
活
へ
走
る

な
ん
ぶ
短
歌
会

果
樹
園
の
り
ん
ご
も
梨
も
ふ
く
ら
み
て
南
部
の
里
は
稲
刈
り
は
じ
む

黒
川
が
大
暴
れ
し
て
色
づ
き
し
葡
萄
畑
を
ひ
と
呑
み
に
す
る

出
来
秋
の
稲
穂
を
揺
ら
す
群
ら
す
ず
め
手
を
打
ち
追
へ
ば
一
斉
に
飛
ぶ

待
ち
わ
び
し
村
の
ま
つ
り
も
過
ぎ
去
り
て
夜
更
け
聞
き
を
り
庭
の
虫
の
音

秋
彼
岸
花
手
向
け
む
と
い
そ
ぐ
墓
抱
き
た
る
束
に
蝶
が
舞
ひ
寄
る

洪
水
に
石
灰
撒
か
れ
し
白
き
土
割
り
て
す
つ
く
と
立
つ
曼
珠
沙
華　

飛
び
出
し
て
次
ぎ
つ
ぎ
潰
す
鳳
仙
花
十
三
歳
の
抵
抗
今
に
忘
れ
ず

仲
秋
の
名
月
を
窓
に
作
り
た
る
シ
ユ
ガ
ー
プ
ル
ー
ン
の
ジ
ヤ
ム
の
香
つ
よ
し

い
づ
こ
に
も
菊
の
花
咲
く
相
内
の
里
を
め
ぐ
れ
ば
こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

十
四
の
歳
よ
り
詠
み
て
こ
と
し
喜
寿
三
十
一
冊
目
の
歌
集
編
む

若　

草　

会

暴
風
雨
に
叩
か
れ
て
伏
す
玉
蜀
黍
朝
日
を
浴
び
て
起
き
立
て
り
け
り

ひ
め
い
あ
げ
稲
刈
り
機
械
進
み
ゆ
く
泥
を
か
ぶ
り
て
稲
田
埃
た
つ

意
の
ま
ま
に
山
の
木
す
べ
て
踊
ら
せ
て
ま
だ
ま
だ
ま
だ
と
十
八
号
は

十
五
年
七
回
く
る
う
て
ま
べ
ち
川
被
害
茫
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

静
け
さ
は
淋
し
さ
の
中
に
あ
る
も
の
や
お
盆
を
送
り
娘
や
孫
帰
る

早
朝
に
院
内
で
鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
に
い
や
さ
れ
仕
事
に
つ
き
し

狭
庭
辺
の
萩
・
女
郎
花
咲
く
を
見
て
露
光
る
朝
亡
き
ひ
と
思
ふ

立
秋
に
時
を
伝
へ
る
虫
の
音
よ
残
暑
の
夜
の
耳
に
涼
し
く

川
守
田
慶
三

石
塚　
　

守

大
久
保
雪
夫

奥
寺　

睦
子

工
藤　

裕
正

佐
々
木
教
子

根
市　

政
志

馬
場　

敬
子

馬
場　
　

操

西
舘　

ヒ
デ

内
村　

貞
子

馬
場　

た
か

佐
々
木
冴
美

沼
畑　

吉
茂

坂
本　

綾
子

平
谷　

通
泰

八
木
田
順
峰

奥　

あ
さ
子

一
ノ
渡　

綮

向
山　

敦
子

川
村　

綾
子

中
野　

靜
子

山
下　

幸
枝

立
花　

京
子

木
村
ひ
な
子

デーレース ナイターレース

11 November

大村一般戦 宮島ＧⅠ周年

役立っています！ボートピアなんぶ交付金
町の運動会などで着用するユニホームを作成したことにより、競技での団結力
を高めることができたほか、町内会での健康増進、相互の親睦を図ることができ
ました。（東あかね町内会）

丸亀ＧⅠダイヤ
モンドカップ

津ＳＧチャレンジカップ

12 December

桐生一般戦

名川中学校図書室１階　☎0178−76−3121

休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

無垢の領域
桜木　紫乃　著

大地のゲーム
綿矢　りさ　著

北の街物語
内田　康夫　著

政と源
三浦　しをん　著

Books Selection

びわこＧⅡ秩父宮妃
記念杯

大村ＧⅡＭＢ大賞

桐生一般戦 丸亀一般戦

鳴門ＧⅢ新鋭
リーグ戦

平和島ＧⅢ
新鋭リーグ戦

桐生一般戦
住之江ＧⅢ女子
リーグ戦

丸亀一般戦
若松一般戦

丸亀一般戦
桐生一般戦歌

謡
シ
ョ
ー
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は
ら
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
原
田
英

也
院
長
を
講
師
に
迎
え
、「
が
ん

か
ら
自
分
を
守
ろ
う
～
検
診
の
重

要
性
～
」
を
演
題
に
、
住
民
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月
９
日
（
土
）

11

時
間　
　

時　

分
～　

時

14

30

16

場
所　

楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

さ
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
笹
博
院
長

を
講
師
に
迎
え
、「
統
合
失
調
症

の
人
が
う
つ
病
や
発
達
障
害
な
ど

を
合
わ
せ
も
つ
と
き
」を
演
題
に
、

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
関
心

の
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

期
日　
　

月　

日
（
土
）

11

23

時
間　
　

時
～　

時

10

12

場
所　

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
な
ん
ぶ
保
育
園
隣
接
）

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

　

達
者
村
百
景
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
豊
か
な
自

然
が
織
り
な
す
風
景
や
町
並
み
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　
　

月　

日
（
日
）

11

24

時
間　

９
時

集
合
場
所　

バ
ー
デ
パ
ー
ク

申
込
み　

農
村
交
流
推
進
課
（
中

央
公
民
館
内
）
ま
た
は
住
民
生

活
課
（
南
部
分
庁
舎
）、
福
地

サ
ー
ビ
ス
班
（
本
庁
舎
）
に
備

え
付
け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
記

入
し
、　

月　

日
（
木
）
ま
で

11

21

に
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
０
０
０
円

募
集
人
数　
　

人
30

申
込
み
・
問
合
せ　

農
村
交
流
推

進
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
１
０

76

期
日　
　

月
１
日
（
日
）

12

時
間　

９
時
～　

時
15

場
所　

町
民
体
育
館
前
駐
車
場
お

よ
び
町
営
地
方
卸
売
市
場

内
容　

贈
答
用
か
ら
お
手
ご
ろ
価

格
の
り
ん
ご
販
売
や
梨
、
野
菜

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
町
民
体
育

館
前
で
は
、
な
べ
っ
こ
団
子
の

無
料
提
供
、
市
場
で
は
、
せ
ん

べ
い
汁
の
無
料
提
供
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課
（
中
央
公
民
館

内
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
０
８

76

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
人
の
命
を
救
う
た

め
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
健
康

16

69

な
人
に
、
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽　

月　

日
（
日
）

11

10

　

ス
パ
ー
ク
な
が
わ
（
産
業
ま
つ

り
開
催
所
）

　
　

時
～　

時
、　

時
～　

時

10

12

13

15

▽　

月
３
日
（
火
）

12

　

南
部
分
庁
舎
／
９
時
～　

時　
11

30

分

　

福
地
公
民
館
／　

時　

分
～　

13

30

16

時
そ
の
他　

献
血
カ
ー
ド
、
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
０

60

information

対先月比

人 口
男
女
世帯数

19,985人　
9,568人　
10,417人　
7,513世帯

（-20）
 （-9）
（-11）
（-6）

南部町の人口と世帯数
（平成25年10月21日現在）

お知らせ
information

参加募集

達
者
村
百
景
満
喫
ス

ク
ー
ル

開催案内

町
精
神
障
害
者
家
族
会

公
開
講
座

協力依頼

献
血
に
ご
協
力
を

今月の納期
固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）
納期限　12月２日（月）
口座振替日　11月25日（月）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎0179-34-2586

11・12月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口
を開設しています。

期日  11月16日 （土）
　　  12月 7日 （土）、21日 （土）
時間　８時15分～12時
場所　住民生活課（南部分庁
舎）

業務内容　住民票・印鑑証明
書の交付、印鑑登録

その他　死亡届けは、全ての
庁舎で受付けます。

問合せ　住民生活課（南部分
庁舎）

☎0179-34-2509

開催案内

住
民
公
開
講
座

開催案内

な
ん
ぶ
り
ん
ご
市
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交通死亡事故ゼロ１年

　南部地区が10月１日、交通死亡
事故ゼロ１年を達成し、三戸地区
交通安全協会南部支部（澤村國男
支部長）と三戸地区交通指導隊南
部支隊（竹林武志支隊長）に、三
戸警察署と三戸地区交通安全協
会から表彰状が贈られました。
　澤村支部長は「これからも交通
事故を起こさないように活動を
続けていきたい」と話し、竹林支
隊長は「夕暮れ時には、早目に自
動車のライト点灯を心掛けてほ
しい」と呼びかけました。

福地チャレンジャーズが優勝

　南部町学童野球大会が10月６
日、ふるさと運動公園多目的球技
場で開催され、町内の小学校５
チームが優勝を目指して熱戦を繰
り広げました。
　決勝は、福地チャレンジャーズ
と名久井クラブ。序盤から点の取
り合いで、１回の裏に名久井クラ
ブが３点を先取すると、２回の表
に福地チャレンジャーズが４点を
取り逆転。その後も得点を重ねた
福地チャレンジャーズが、７対４
で勝利し３年ぶりの優勝を果たし
ました。

一球一球に集中する選手

申
込
み
・
問
合
せ　

南
部
公
民
館

☎
０
１
７
９
・　

・
２
８
０
０

34

　

青
森
・
ソ
ウ
ル
線
は
、
水
・
金
・

日
曜
日
の
週
３
便
で
運
航
し
て
お

り
、
韓
国
の
仁
川
空
港
か
ら
乗
継

で
世
界
の
各
都
市
へ
旅
行
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▽
青
森
→
ソ
ウ
ル

　
　

時　

分
→　

時　

分

13

55

16

55

▽
ソ
ウ
ル
→
青
森

　
　

時　

分
→　

時　

分

10

30

12

50

　

ま
た
、
青
森
・
ソ
ウ
ル
線
を
利

用
す
る
と
、
平
成　

年
３
月
末
ま

26

で
、
青
森
空
港
駐
車
料
金
が
最
大

１
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

海
外
へ
の
出
張
や
旅
行
な
ど
の

　

青
森
県
立
郷
土
館
の
本
田
伸
研

究
主
幹
を
講
師
に
迎
え
、「
対
立

と
交
流
の
地
域
史
～
南
部
氏
と
津

軽
氏
を
題
材
に
～
」 を
演
題
に
、 南

部
ふ
る
さ
と
塾
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
　

月
７
日
（
土
）

12

時
間　
　

時　

分
～　

時

13

30

15

場
所　

剣
吉
公
民
館

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
１
３
２

34

日
時

　
　

月　

日
（
日
）
９
時
～　

時

11

10

17

　
　

月　

日
（
月
）
９
時
～　

時

11

11

12

場
所　

南
部
公
民
館

内
容　

絵
画
、
写
真
、
手
芸
、
陶

芸
、
短
歌
な
ど
各
サ
ー
ク
ル
の

作
品
展
示

問
合
せ　

文
化
協
会
南
部
支
部

長
・
長
田
鉄
也

☎
０
１
７
９
・　

・
３
７
３
５

22

　

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
種
目
で
、
汗
を
流
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
日　
　

月
１
日
（
日
）

12

時
間　

９
時
～　

時　

分

11

30

場
所　

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

種
目　

軟
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

問
合
せ　

町
民
体
育
館

☎
０
１
７
９
・　

・
２
７
６
１

34

対
象
者　

初
心
者
の
幼
児
、
ま
た

は
小
学
校
低
学
年
。
家
族
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
時　

毎
月
第
２
、
４
水
曜

日　
　

時
～　

時

18

19

会
費　

▽
一
人
／
月
１
５
０
０
円

▽
家
族
２
人
以
上
／
月
２
０
０
０

　

円
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険　

▽
幼
児
・
小
学
生
／
８
０
０
円

▽
大
人
／
１
８
５
０
円

際
に
は
、 ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

青
森
県
企
画
政
策
部
交

通
政
策
課
航
空
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
・
７
３
４
・
９
１
５
３

期
日　
　

月
５
日
（
木
）

12

時
間　

▽
行
政
相
談
は　

時
～　

時

13

15

▽
特
設
人
権
相
談
は　

時
～　

時

10

15

場
所　

福
地
公
民
館
、
剣
吉
公
民

館
、
南
部
公
民
館

問
合
せ

▽
行
政
相
談
は
総
務
課（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
２
１
１
１

84

▽
特
設
人
権
相
談
は
住
民
生
活
課

　
（
南
部
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・　

・
２
５
０
９

34

開催案内

町
文
化
協
会
南
部
支
部

作
品
展

参加募集

町
空
手
道
協
会　

空
手

参
加
者
募
集

利用促進

青
森
空
港
国
際
線

 
（
青
森
・
ソ
ウ
ル
線
）

開催案内

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

竹林支隊長㊧と澤村支部長

開設案内

行
政
相
談

特
設
人
権
相
談

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾



26広報なんぶちょう　11月号

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自

身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

標
語
「
さ
し
の
べ
た　

そ
の
手
が

こ
ど
も
の　

命
綱
」

相
談
先

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

　

子
ど
も
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
八
戸
児
童
相
談
所
内
）

☎
０
１
２
０
・　

・
６
５
５
２

74

　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・　

・
７
１
０
１

60

　

剣
吉
商
店
会（
久
慈
明
彦
会
長
）

で
は
、
剣
吉
地
区
を
対
象
に
建
物

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。
光
輝
く
電
飾

作
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
期
間　
　

月
12

１
日
（
日
）
～　

日
（
土
）

28

申
込
期
限　
　

月　

日
（
木
）

11

28

申
込
み
・
問
合
せ　

ヘ
ア
ー
サ
ロ

　

ン
蛇
沼

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
３
８

75

　

し
尿
処
理
場
で
は
、
例
年　

月
12

中
旬
か
ら
年
末
に
か
け
て
施
設
の

処
理
能
力
を
上
回
る
量
の
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
し
尿
、
浄
化

槽
汚
泥
の
汲
み
取
り
を
業
者
に
依

頼
す
る
と
き
は
、
早
め
る
か
遅
ら

せ
る
か
し
て
集
中
す
る
期
間
を
避

け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
組
合
で
は
、
施
設
の
安

定
し
た
処
理
を
維
持
す
る
た
め
に

施
設
の
処
理
能
力
以
上
の
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
が
あ
っ
た
場

合
は
、
搬
入
の
制
限
を
さ
せ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
戸
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合

☎
０
１
７
８
・　

・
１
４
４
９

75

推進月間
　

月
は
児
童
虐
待
防
止

11推
進
月
間

参加募集

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

町営市場の販売状況 （平成25年9月16日～平成25年10月15日）

前年単価（円）キロ単価（円）売上額（千円）販売数量（手）品　名

205 169 16,601 98,234 弘前ふじ （りんご）
187 154 4,881 31,696 昴林 （りんご）
147 143 3,359 23,446 トキ （りんご）
141 126 33,461 265,601 つがる （りんご）
165 157 3,117 19,914 レッドゴールド（りんご）
153 135 10,710 79,576 紅玉 （りんご）
81 60 4,487 74,974 日面紅 （梨）
150 93 3,165 33,948 幸水 （梨）
196 165 20,934 126,556 キャンベル（ブドウ）
172 131 2,988 22,780 ナイヤガラ（ブドウ）
68 74 3,688 49,925 大　根
182 193 7,728 39,940 ゴボウ
253 253 26,421 104,240 長　芋
524 620 30,415 49,072 にんにく
36 67 1,743 26,186 キャベツ
208 193 6,941 35,941 ね　ぎ
113 170 4,137 24,279 きゅうり
226 185 1,711 9,253 トマト
639 655 1,395 2,130 食用菊

※12月から朝の荷受時間が6時～7時30分に変更になります。
●休場日
　11月10日㈰、13日㈬、17日㈰、23日㈯、24日㈰、27日㈬
　12月1日㈰、8日㈰、11日㈬、15日㈰、22日㈰、23日㈪、　
　　　 29日㈰～31日㈫

協力依頼
名
川
・
南
部
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
の

汲
み
取
り

ま
せ
ん
か
。

期
日　
　

月　

日
（
土
）

11

30

時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

場
所　

ユ
ー
ト
リ
ー
４
階

申
込
み
・
問
合
せ　

青
森
県
立
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

こ
こ

ろ
の
電
話

☎
０
１
７
・
７
８
７
・
３
９
５
７

　
　

月
頃
か
ら
来
年
の
春
に
か
け

11
て
、
渡
り
鳥
（
白
鳥
な
ど
）
の
飛

　

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
死
で
ご
家
族
や
ご

友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
人
を
亡

く
さ
れ
た
人
を
対
象
に「
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
ど
い
」は
大
切
な
人
を
亡
く

さ
れ
た
同
じ
思
い
を
抱
え
て
い
る

人
が
集
ま
り
、
自
分
の
体
験
や
思

い
を
心
お
き
な
く
話
せ
る
場
で

す
。
そ
の
場
で
聴
く
だ
け
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
し
て
み

来
が
多
く
な
り
ま
す
。
野
鳥
を
含

め
た
、
迷
い
野
生
鳥
獣
を
見
か
け

た
場
合
は
、「
捕
獲
」
や
「
お
ど
か

し
」
な
ど
を
せ
ず
、
静
か
に
自
然

へ
帰
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
傷

つ
い
た
野
生
鳥
獣
を
保
護
し
た
場

合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

三
八
地
域
県
民
局
地
域

農
林
水
産
部
林
業
振
興
課

☎
０
１
７
８
・　

・
５
１
１
１

27

注意事項

野
生
鳥
獣
の
取
り
扱
い

開催案内

自
死
遺
族
の
つ
ど
い
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場
所　

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
傷

害
保
険
料
５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
ボ

ウ
リ
ン
グ
教
室
ゆ
り
の
木
ボ
ウ

リ
ン
グ
協
会

☎
０
１
７
８
・　

・
１
０
２
２

45

　

平
成　

年
８
月
末
現
在
、
全
国

25

　

台
風
第　

号
で
被
害
を
受
け
ら

18

れ
た
人
に
は
、
県
税
の
減
免
や
納

入
期
限
の
延
長
な
ど
の
特
別
措
置

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
類

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

三
八
地
域
県
民
局
県
税

部
☎
０
１
７
８
・　

・
５
１
１
１

27

　

り
ん
ご
、
野
菜
の
激
安
販
売
や

景
品
抽
選
会
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

期
日　
　

月　

日
（
日
）

11

24

時
間　
　

時
～　

時

10

14

場
所　

ス
パ
ー
ク
な
が
わ

問
合
せ　

清
慈
会　

森
の
菜
園

☎
０
１
７
８
・　

・
５
５
３
３

60

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

不
用
品
と
な
っ
た
備
品
を
修
理
し

て
展
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
再
生
品
を
抽
選
の
う
え
低
価
格

ま
た
は
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日
（
日
）

11

10

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
供
方
法　

公
開
抽
選
を　

月　
11

13

日
（
水
）、　

時
か
ら
行
い
ま

14

す
。

引
取
期
間　
　

月　

日
（
土
）
～

11

16

　

日（
日
）。
当
選
は
が
き
と
代

24金
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
９
６

７０

　

八
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で

は
、
三
八
地
区
の
人
を
対
象
に
、

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　

月　

日
（
水
）　

時　

分

11

13

13

30

　

月　

日
（
金
）　

時

11

15

10

　

月　

日
（
日
）
８
時

11

17

　

月　

日
（
月
）　

時

11

18

20

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
者
は
、
約
８
３
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。
警
察
で
は
、
特
に
重
大

な
犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
う

え
で
、　

月
中
に
全
国
警
察
の
総

11

力
を
挙
げ
、
追
跡
調
査
・
早
期
検

挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
活
動

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
わ
ず
か
な
情
報
で
も
あ
り

ま
し
た
ら
、
警
察
や
最
寄
り
の
駐

在
所
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

三
戸
警
察
署

☎
０
１
７
９
・　

・
１
１
３
５

22

福
地
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
８
・　

・
２
３
５
４

84

名
川
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
８
・　

・
２
０
１
３

76

南
部
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
９
・　

・
３
１
４
１

34

編集後記
　アニメの１カットを想像される

ツリーハウスが、諏訪ノ平駅にお

目見えしました。通りかかった人

は、歓声を上げて記念に「カシャ」。

憩いのスポットとして、一度訪れ

てみてはいかがでしょうか。【oga】

相談案内

県
税
の
減
免
措
置
等

提供案内

秋
の
再
生
品
提
供

おはなし会

　福地おはなしの会の皆さんによ
る読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありません
が、未就学のお子さんは保護者同
伴でお越しください。
期日　11月24日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎0179-34-2132

協力依頼

指
名
手
配
被
疑
者
の
検

挙
に
ご
協
力
を

開催案内

清
慈
会
ま
つ
り

青森県新産業都市建設事業団
平成24年度決算報告　 　　　

　青森県新産業都市建設事業団
は、昭和39年に八戸地区が新産業
都市として指定されたことを機会
に、建設基本計画を総合的かつ一
体的に実施するため、青森県およ
び関係8市町（八戸市、十和田市、
三沢市、六戸町、東北町、おいらせ
町、五戸町、南部町）で構成する
設置団体の委託を受けて工業団地
等の取得・造成等を行う地方開発
事業団であり、各設置団体から一
般管理費（事務費）の一部が負担
され、円滑な事業運営が図られて
います。
　同事業団から毎年度提出される
決算関係資料は、9月定例会で町議
会へ報告しています。
当町における事業団への負担金の
平成24年度決算額　
198,000円（上半期99,000円、下半
期99,000円）

参加募集

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
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出
動
手
当
な
ど
、
合
わ
せ

て
１
千
５
７
１
万
円
。
農

林
水
産
業
施
設
災
害
査
定

設
計
、
相
内
上
明
土
地
区

の
流
木
撤
去
工
事
に
５
千

９
３
２
万
２
千
円
。
公
共

土
木
施
設
災
害
測
量
設

計
、
損
傷
し
た
側
溝
な
ど

の
修
繕
料
に
５
２
２
万
２

千
円
を
追
加
し
、
財
源
に

は
国
庫
支
出
金
と
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
、
災
害
見

舞
金
を
充
て
た
。

　
　

合
計
で
、
歳
入
歳
出
に

１
億
２
千
６
６
９
万
４
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を　

億
４
千
４
０
４
万
３

98
千
円
と
し
た
。

※　

災
害
見
舞
金
（
３
０
０

万
円
）
の
ほ
か
、
多
く
の

支
援
物
資
が
企
業
・
個
人

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

25

正
予
算
（
第
３
号
）

▽　

主
な
補
正
は
、
避
難
所

馬
淵
川
の
河
川
改
修
を
要
望
す
る

決
議
案
を
可
決
。
※
関
係
機
関
に
要
望
。

及
び
消
毒
な
ど
の
経
費
に

２
８
１
万
４
千
円
。
農
道

農
業
用
水
路
等
の
応
急
復

旧
費
に
３
４
９
万
７
千

円
。
町
道
・
河
川
・
公
園

の
応
急
復
旧
費
に
１
千
１

９
０
万
円
を
追
加
し
、
財

源
に
は
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
を
充
当
し
た
。

　
　

合
計
で
、
歳
入
歳
出
に

１
千
８
２
１
万
１
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を　
97

億
１
千
７
３
４
万
９
千
円

と
し
た
。

■
議
会
の
各
委
員
会
委
員
の

選
任

▽　

２
年
の
任
期
満
了
に
よ

り
、
総
務
企
画
・
産
業
建

設
・
教
育
民
生
の
３
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
、
図
書
室
運
営
委
員
会

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会
）

の
委
員
を
選
任
し
た
。

※
各
委
員
会
の
紹
介
は　
39

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　

第　

回
臨
時
会
に
は
、
台
風　

号
の
被
害
に
係
る
災
害
復
旧
費
、
見
舞

53

18

金
な
ど
を
追
加
し
た
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
審

25

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
抜
本
的
な
馬
淵
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
の

要
望
決
議
案
」
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

第　

回
南
部
町
議
会
臨
時
会　
　

月
̔
日 

53

10

信
で
き
な
い
。

　
　

法
師
岡
狭
窄
部
の
改
良

工
事
も
含
め
、
国
の
一
体

管
理
と
財
政
措
置
を
望

む
。

　
　

町
民
が
受
け
た
物
的
、

精
神
的
な
被
害
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
抜
本
的
な

河
川
改
修
を
要
望
す
る
。

※　

決
議
と
は
意
思
形
成
行

為
で
、
対
外
的
に
表
明
す

る
た
め
に
議
会
の
考
え
方

な
ど
を
議
案
と
し
て
可
決

す
る
こ
と
で
す
。

■
抜
本
的
な
馬
淵
川
の
河
川

改
修
に
つ
い
て
の
要
望
決

議
案
【
産
業
建
設
常
任
委

員
会
提
出
】

 
【
決
議
案
の
概
要
】　

馬
淵

川
中
流
域
で
現
在
実
施
さ

れ
て
い
る
河
道
掘
削
工
事

で
水
害
が
解
決
す
る
と
確

主
な
議
案

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

25

正
予
算
（
第
̐
号
）

▽　

主
な
補
正
は
、
家
屋
と

家
電
製
品
及
び
農
作
物
の

浸
水
被
害
へ
の
見
舞
金
に

３
千
６
４
４
万
円
。
浸
水

被
害
住
宅
の
改
築
支
援
に

１
千
万
円
。
災
害
ご
み
の

廃
棄
物
処
理
手
数
料
、
浸

水
し
た
ト
イ
レ
の
汲
み
取

り
助
成
金
、
消
防
団
員
の



なんぶ議会だより

広報なんぶちょう　11月号29

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補

25

正
予
算
（
第
̎
号
）

▽　

主
な
補
正
は
、
旧
福
地

小
学
校
校
舎
の
解
体
工
事

に
２
千
５
５
０
万
４
千

円
、
荒
町
及
び
諏
訪
ノ
平

集
会
施
設
の
解
体
に
８
６

８
万
３
千
円
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
係
る
シ

ス
テ
ム
導
入
及
び
ニ
ー
ズ

調
査
委
託
に
１
千
６
０
１

万
７
千
円
、
さ
く
ら
ん
ぼ

の
雨
除
け
ハ
ウ
ス
の
追
加

事
業
に
４
１
４
万
７
千

円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
助
成
に
４
０
０
万

円
、
除
雪
業
務
委
託
に
３

千
５
３
０
万
円
な
ど
を
追

加
。

　
　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し

て
、
臨
時
財
政
対
策
債
及

び
農
業
施
設
整
備
事
業
債

の
ほ
か
、
地
方
交
付
税
、

県
支
出
金
（
補
助
金
）、
基

金
繰
入
金
な
ど
を
充
当

し
、
合
計
で
１
億
６
千
７

５
５
万
５
千
円
を
追
加
、

予
算
の
総
額
を　

億
９
千

96

９
１
３
万
８
千
円
と
し

た
。

■
平
成　

年
度
一
般
会
計
及

24

び　

件
の
各
特
別
会
計
決

19
算
を
賛
成
多
数
で
認
定

▽　

平
成　

年
度
の
一
般
会

24

計
収
入
総
額
は
１
０
５
億

１
千
４
７
１
万
５
千
２
１

７
円
、
支
出
総
額
は
１
０

１
億
７
千
５
７
８
万
７
千

６
４
５
円
、
差
引
３
億
３

千
８
９
２
万
７
千
５
７
２

円
と
な
り
、　

年
度
へ
の

25

繰
り
越
し
や
基
金
積
み
立

て
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　

特
別
会
計　

件
の
収
入

19

総
額
は
１
０
２
億
６
千
９

５
９
万
円
、
支
出
総
額
は

１
０
０
億
４
千
２
３
４
万

円
。
差
引
２
億
２
千
７
２

５
万
円
と
な
っ
た
。

　
　

町
の
基
金
総
額
は
、
前

年
度
か
ら　

億
１
千
３
３

11

８
万
円
増
の　

億
２
千
８

69

０
３
万
円
と
な
っ
た
。

※
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
は

6
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
。

 　矯 主な議案（第52回定例会、９月）

予
算
・
決
算

※
平
成　

年
度
一
般
会
計
、

24

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
に
対
す
る
討
論
。

 
【
反
対
討
論
】　

消
費
税
増

税
は
町
づ
く
り
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
。

　
　

大
企
業
の
税
負
担
を
増

や
し
、
内
部
留
保
を
労
働

者
の
賃
上
げ
や
正
規
化
に

充
て
、
景
気
回
復
や
社
会

保
障
の
充
実
を
望
む
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
へ
の
法
定
外
繰
り
入
れ

や
特
別
会
計
の
基
金
取
り

崩
し
な
ど
努
力
を
し
て
、

国
保
税
や
介
護
保
険
料
の

軽
減
、
介
護
利
用
料
の
廃

止
を
要
求
す
る
。

　
　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
即
時
廃
止
も

求
め
、
反
対
討
論
と
す

る
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対

す
る
陳
情

 
【
陳
情
者
】　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

青
森
県
実
行
員
会
代
表　

今
正
則
氏

 
【
陳
情
の
趣
旨
】　

安
倍
首

相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を

表
明
し
た
が
、
医
療
や
食

の
安
全
、
官
公
受
発
注
、

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
な
ど
が
守
ら

れ
る
保
証
は
な
い
。

　
　

農
産
物
５
品
目
や
国
民

皆
保
険
制
度
な
ど
の
聖
域

確
保
や
国
内
総
生
産
向
上

な
ど
経
済
効
果
の
信
憑
性

も
問
わ
れ
、
農
業
へ
の
打

撃
な
ど
失
う
も
の
が
大
き

い
。

　
　

そ
の
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
に
反
対
す
る
意
見

書
を
政
府
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
及

24

び
各
特
別
会
計
決
算
認
定

に
対
す
る
討
論

■
町
立
児
童
館
条
例
の
一
部

を
改
正

▽　

斗
賀
児
童
館
、
鳥
谷
児

童
館
、
福
田
児
童
館
、
片

岸
児
童
館
及
び
杉
沢
児
童

館
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
し
た
。

■
霊
園
条
例
及
び
共
同
墓
地

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

▽　

改
正
前
は
１
世
帯
１
区

画
と
制
限
し
て
い
た
が
、

町
長
が
認
め
た
場
合
、
世

帯
の
違
う
親
族
を
同
一
区

画
内
で
共
に
供
養
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
区
画

利
用
制
限
を
緩
和
す
る
た

め
改
正
し
た
。

主
な
議
案

平
成　

年
度
の
各
会
計

24

決
算
を
審
査
、
認
定
。

　

第　

回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の

52

報
告
、
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成　

年
度
各
会
計

25

補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

24

計
決
算　

件
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
決
算
特

20

別
委
員
会（
馬
場
又
彦
委
員
長
）に
付
託
さ
れ
、
審

査
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
̔
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

第　

回
南
部
町
議
会
定
例
会 
̔
月　

日
～
̕
月
６
日

52

30
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 　矯 主な議案、議案に対する主な質疑（第52回定例会、９月）

  
矯
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

○
決
算
特
別
委
員
会

 
（
平
成　

年
度
決
算
）

24

 
【
問
】　

各
項
目
の
収
入

未
済
額
、
不
納
欠
損
額

は
何
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

 
【
税
務
課
長
答
弁
】　

　
　

町
民
税
、
軽
自
動
車

税
、
固
定
資
産
税
な
ど

の
滞
納
分
で
あ
る
。

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

保
育
料
な
ど
の
滞
納

分
で
あ
る
。

 
【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　

住
宅
及
び
下
水
道
使

用
料
の
滞
納
分
で
あ

る
。

 
【
副
町
長
答
弁
】

　
　

納
め
た
方
と
納
め
な

い
方
で
不
公
平
感
の
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
、

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
し
た
い
。

 
【
問
】　

電
気
料
が
値
上

げ
さ
れ
た
が
、 影
響
は
。

　
　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
対
策
は
。

（
八
木
田
憲
司
議
員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　

全
体
で
約
７
５
０
万

円
値
上
げ
さ
れ
る
た

め
、
節
電
に
努
め
た

い
。

　
　

町
施
設
す
べ
て
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
は
膨
大
な
予
算

が
必
要
な
た
め
、
新
設

時
な
ど
費
用
対
効
果
を

考
え
実
施
し
た
い
。

 
【
問
】　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

の
指
定
管
理
者
公
募
の

現
状
は
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　

現
在
、
町
内
３
法

人
、
八
戸
市
１
法
人
、

三
戸
町
１
法
人
の
５
法

人
か
ら
申
請
が
あ
る
。

　
　

健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
施
設
を
運
営
す

る
法
人
を
選
定
し
た

い
。

制
導
入
に
賛
成
す
る
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
賛
成
討
論
】
国
は
道
州
制

で
、
国
民
生
活
へ
の
責
任

を
地
方
に
押
し
付
け
、
さ

ら
に
、
国
の
財
政
縮
減
で

国
民
の
教
育
や
生
活
の
最

低
保
障
は
無
く
な
る
。

　
　

よ
っ
て
、
道
州
制
に
反

対
で
あ
る
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

▽
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対

す
る
意
見
書
案
【
産
業
建

設
常
任
委
員
会
提
出
】

▽　

交
渉
過
程
が
秘
密
と
さ

れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
は
日

本
の
主
体
性
喪
失
の
不
安

が
あ
り
、
農
業
の
利
益
が

保
証
さ
れ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　

よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
反
対
す
る
た
め
政
府
に

意
見
書
を
提
出
す
る
。

 
【
反
対
討
論
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
、
日
本
の
農
業
生
産
額

は
現
在
の
８
兆
円
か
ら
５

兆
円
に
下
が
る
と
言
わ
れ

る
が
、
参
加
せ
ず
と
も
高

齢
化
等
に
よ
り
減
少
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
５

０
０
兆
円
で
あ
り
経
済
成

長
の
た
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

参
加
に
は
賛
成
す
る
。

（
工
藤
久
夫
議
員
）

 
【
賛
成
討
論
】
国
内
法
よ
り

優
先
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項

は
国
の
主
権
を
脅
か
す
。

　
　

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
言

わ
れ
る
が
、
日
本
は
日
本

人
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
。

　
　

よ
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

参
加
に
は
反
対
で
あ
る
。

（
川
守
田
稔
議
員
）

▽
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
。

※
意
見
書
は
政
府
関
係
機
関

に
送
付
し
ま
し
た
。

■
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
地

方
の
財
源
確
保
」
の
た
め

の
意
見
書
案

▽
提
出
者　

中
村
善
一
議
員

▽　

森
林
は
地
球
温
暖
化
防

止
の
機
能
を
持
つ
。

　
　

森
林
の
保
全
に
は
、
山

村
地
域
の
市
町
の
取
り
組

み
が
重
要
だ
が
、
木
材
価

格
の
暴
落
、
林
業
従
事
者

の
高
齢
化
な
ど
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

　
　

そ
の
た
め
、
市
町
村
に

対
し
て
森
林
保
全
の
た
め

「
石
油
石
炭
税
の
税
率
の

特
例
」
に
よ
る
税
収
の
一

定
割
合
を
、
森
林
面
積
に

応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み

の
構
築
を
求
め
、
政
府
に

意
見
書
を
提
出
す
る
。

▽
全
会
一
致
で
原
案
可
決
。

■
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

す
る
意
見
書
案

▽
提
出
者　

中
村
善
一
議
員

▽　

政
府
は
導
入
後
の
具
体

的
な
形
を
示
さ
ず
、
道
州

制
の
導
入
を
目
指
し
て
い

る
。

　
　

事
務
権
限
の
受
け
皿
と

い
う
名
目
で
、
多
く
の
町

村
が
合
併
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
住
民
と
行
政
の
距
離

が
格
段
に
遠
く
な
り
、
住

民
自
治
が
衰
退
す
る
恐
れ

が
あ
る
。

　
　

経
済
と
効
率
を
優
先

し
、
伝
統
や
文
化
を
無
視

し
た
大
規
模
団
体
は
地
方

自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で

は
な
い
。

　
　

よ
っ
て
、
道
州
制
に
断

固
反
対
す
る
た
め
政
府
に

意
見
書
を
提
出
す
る
。

 
【
反
対
討
論
】
戦
後　

年
の

66

古
い
行
政
シ
ス
テ
ム
は
、

転
換
期
に
あ
る
と
思
う
。

　
　

今
後
の
政
治
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
、
時
代
の
変
化

に
即
応
す
る
た
め
、
道
州

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対

す
る
意
見
書
案
に
対
す
る

討
論

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
反
対

す
る
意
見
書
案
に
対
す
る

討
論
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 　矯 議案に対する主な質疑（第52回定例会、９月）

 　矯 主な議案（第51回臨時会、７月）

 
【
問
】　

南
部
地
区
第
２

分
団
の
屯
所
は
、
避
難

所
と
隣
接
す
る
た
め
災

害
時
の
避
難
に
支
障
が

あ
る
。
町
の
屯
所
の
整

備
計
画
は
。

（
工
藤
正
孝
議
員
）

 
【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　

基
本
的
に
古
い
順
に

整
備
し
、
合
併
以
来
、

整
備
は
進
ん
で
い
る
。

　
　

今
後
は
、
集
会
場
と

屯
所
を
隔
年
で
整
備
し

た
い
と
考
え
る
。

　
　

南
部
第
２
分
団
の
屯

所
の
問
題
点
は
確
認
し

て
い
る
。

 
【
問
】　

チ
ェ
リ
ウ
ス
の

お
客
さ
ん
が
減
っ
た
理

由
と
町
内
各
種
団
体
へ

の
Ｐ
Ｒ
は
。

（
沼
畑
俊
一
議
員
）

 
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

　
　

宴
会
の
お
客
様
が

減
っ
て
い
る
た
め
、
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
た
い
。

 
【
問
】　

建
設
中
の
医
療

健
康
セ
ン
タ
ー
だ
が
、

下
請
け
工
事
や
県
外
作

業
員
の
宿
泊
先
な
ど
町

内
に
経
済
効
果
が
あ
る

よ
う
協
議
し
た
か
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

町
内
の
業
者
、
施
設

を
活
用
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
る
。

　
　

宿
泊
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

○
本
会
議

 
【
問
】　

休
止
中
の
児
童

館
を
子
ど
も
の
遊
び
場

と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。
児
童
館
の
休
止
は

保
護
者
と
協
議
し
た

か
。（

立
花
寛
子
議
員
）

 
【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

　
　

昭
和　

年
代
か
ら
整

40

備
し
た
た
め
、
活
用
に

は
大
規
模
改
修
が
必
要

で
あ
る
。

　
　

休
止
は
、
児
童
数
が

減
少
し
、
集
団
教
育
の

必
要
性
か
ら
、
保
護
者

と
相
談
し
て
決
定
し

た
。

※
９
月
定
例
会
一
般
質
問

は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

万
円
。

　
　

契
約
の
相
手
は
株
式
会

社
松
本
工
務
店
。

■
名
川
中
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器

▽　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

サ
ー
バ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
取
得
。
契
約
額
は
１

千
３
４
４
万
円
。
契
約
の

相
手
は
株
式
会
社
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
。

■
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
▽　

名
川
第
２
分
団
の
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

取
得
。
契
約
額
は
３
千
９

５
８
万
５
千
円
。
契
約
の

相
手
は
株
式
会
社
八
戸
鉄

工
所
。

■
行
政
バ
ス

▽　
　

人
乗
り
中
型
バ
ス
を

42
取
得
。
契
約
額
は
３
千
１

２
３
万
７
千
５
０
０
円
。

契
約
の
相
手
は
青
森
日
野

自
動
車
株
式
会
社
。

■
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
建
設

工
事
の
工
事
請
負
契
約
の

一
部
を
変
更

▽　

清
水
・
松
本
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
と
締
結

し
て
い
る
医
療
健
康
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約

　

億
̒
千
８
９
３
万
５
千

17円
に
、
当
初
よ
り
追
加
を

予
定
し
て
い
た
機
械
室
の

仕
様
が
確
定
し
た
た
め
８

千
３
０
０
万
２
千
５
０
０

円
を
追
加
し
、
変
更
契
約

し
た
。

■
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
外
構

整
備
̍
号
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結

▽　

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
の

擁
壁
、
駐
車
場
等
の
下
層

路
盤
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、
給

排
水
設
備
、
物
置
シ
ェ
ル

タ
ー
の
工
事
１
億
３
千
３

７
７
万
円
。

　
　

契
約
の
相
手
は
山
田
建

設
株
式
会
社
。

■
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
外
構

整
備
２
号
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結

▽　

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
の

駐
車
場
等
の
上
層
路
盤
、

舗
装
、
区
画
線
、
植
栽
の

工
事
̒
千
７
９
３
万
５
千

円
。

　
　

契
約
の
相
手
は
株
式
会

社
四
戸
興
業
。

■
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
外
構

整
備
̏
号
工
事
の
請
負
契

約
を
締
結

▽　

医
療
健
康
セ
ン
タ
ー
の

歩
道
、
融
雪
設
備
、
電
気

設
備
の
工
事
７
千
１
１
９

南部第２分団屯所

斗賀児童館

　

第　

回
臨
時
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
、
財
産

51

の
取
得
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

第　

回
南
部
町
議
会
臨
時
会 
̓
月　

日

51

26

主
な
議
案
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質　

問　

少
子
高
齢
化
対

策
と
し
て
出
産
費
用
の
支

給
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

出
産
育
児
一

時
金
は　

万
円
。

39

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に

加
入
す
る
医
療
機
関
に
お

け
る
医
学
的
管
理
で
の
出

産
と
認
め
ら
れ
る
時
は
３

万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
加
算
さ
れ　

万
円
が
支

42

給
さ
れ
る
。

　

平
成　

年
度
の
出
産
育

24

児
一
時
金
の
実
績
は　

件
22

で
、
い
ず
れ
も　

万
円
を

42

支
給
し
、
約
̒
割
は　

万
42

円
以
内
で
支
払
い
が
済
ん

で
い
る
こ
と
を
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

　

出
産
に
係
る
医
療
費
が

　

万
円
を
超
え
な
い
方
に

42は
、
差
額
を
支
給
し
て
い

る
が
、
個
室
利
用
や
帝
王

切
開
等
で　

万
円
を
超
え

42

る
場
合
も
あ
る
。

　

医
療
費
が
高
額
の
場

合
、
高
額
医
療
費
の
支
給

対
象
と
な
る
。

　

町
独
自
で
、
中
学
校
修

了
前
ま
で
の
子
ど
も
に
係

る
医
療
費
を
無
料
化
し
、

平
成　

年
度
は
３
千
７
７

24

３
件
、
約
１
千
３
２
１
万

円
を
給
付
し
て
い
る
。

　

妊
産
婦
委
託
検
診
の
回

数
を
平
成　

年
度
に
２
回

19

を
̑
回
に
、
平
成　

年
度

21

に
は　

回
に
、
平
成　

年

14

24

１
月
か
ら
は
多
胎
妊
婦
は

７
回
分
を
追
加
交
付
す
る

よ
う
拡
大
し
た
。

　

今
後
も
限
ら
れ
た
財
政

の
中
で
、
晩
婚
化
等
も
含

め
、
総
合
的
な
施
策
の
実

施
に
努
め
た
い
。

質　

問　

昭
和　

年
に
設

42

置
さ
れ
、
平
成　

年
に
補

11

修
し
て
い
る
大
向
中
居
構

の
こ
線
橋
は
、
幅
員
が
狭

く
交
通
に
支
障
が
あ
る
。

　

ま
た
、
老
朽
化
も
見
ら

れ
る
た
め
拡
幅
と
改
善
を

望
む
。

町
長
答
弁　

町
が
維
持
管

理
す
る
南
部
地
区
の
大
向

道
こ
線
橋
は
、
幅
員
が
狭

く
通
行
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。

　

拡
幅
工
事
は
町
道
の
改

良
工
事
と
一
体
計
画
と
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

大
向
地
区
は
都
市
計
画

区
域
で
、
こ
の
路
線
も
一

部
が
計
画
に
含
ま
れ
る
た

め
、
多
大
な
事
業
費
が
見

込
ま
れ
、
交
付
金
事
業
の

活
用
が
必
要
と
な
る
。

　

南
部
町
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
も
考
慮
し
、
現

在
、
交
付
金
事
業
で
実
施

中
の
北
本
村
・
南
古
舘
線

道
路
改
良
工
事
完
了
後

に
、
慎
重
な
計
画
と
早
期

着
工
を
検
討
し
た
い
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

工藤 幸子 議員

出産費用の支給
拡大を 一

般

質

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

大
向
道
こ
線
橋

の
改
善
を

大向字中居構地区の大向道こ線橋

○妊婦の支援について
妊娠された方への支援として、医療機関に
おいて、町の委託による妊婦健診を受ける
ための受診票を交付しています。
○出産時の支援について
医療機関等で出産する場合、出産育児一時
金として、加入している医療保険から出産
した医療機関等に一時金が支払われます。
出産費用が一時金を超えた場合、不足分の
支払いが必要で、超えない場合は差額分が
申請者へ給付されます。
その他に、順次、健康相談や産後の乳児健診、
予防接種等のご案内があります。
受付は、本庁舎住民生活課福地サービス班、
名川分庁舎健康福祉課、南部分庁舎住民生活
課で行っています。

町の出産等支援の補足説明
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質　

問　

人
口
減
少
な
ど

社
会
情
勢
を
考
え
る
と
、

総
合
庁
舎
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

求
め
ら
れ
る
行
政
の
ス

リ
ム
化
と
総
合
庁
舎
の
在

り
方
、
庁
舎
統
合
に
よ
る

公
共
施
設
の
有
効
活
用
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

行
政
の
ス
リ

ム
化
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
ず
、
事
務
事
業

の
見
直
し
と
組
織
や
意
識

の
改
革
で
人
員
と
経
費
の

削
減
を
図
る
こ
と
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
や
提

供
方
法
を
見
直
す
こ
と
の

２
つ
の
方
法
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
前
者
で
、

組
織
改
革
や
業
務
の
見
直

し
に
よ
る
人
員
削
減
が
主

で
あ
っ
た
が
、
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
へ
の
業
務
移
行
、
町

民
と
の
協
働
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
提
供
方
法
の
見
直
し

も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
分
庁
舎

方
式
を
維
持
し
た
い
と
考

え
、
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

の
開
設
を
機
に
、
名
川
分

庁
舎
か
ら
課
の
移
転
を
検

討
し
て
い
る
。

　

分
庁
舎
方
式
は
業
務

上
、
非
効
率
で
あ
る
が
、

現
存
の
建
物
も
十
分
使
用

で
き
る
と
考
え
る
。

　

第
一
に
、
総
合
庁
舎
と

し
た
場
合
、
各
種
手
続
き

等
で
住
民
に
と
っ
て
不
便

に
な
る
と
考
え
る
が
、
恒

久
的
に
こ
の
ま
ま
で
良
い

と
は
思
わ
な
い
。

　

若
干
の
時
間
を
要
す
る

が
、
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

公
共
施
設
の
有
効
活
用

は
、
老
朽
化
な
ど
施
設
の

状
況
に
応
じ
、
町
内
会
等

で
の
利
活
用
や
取
り
壊

し
、
売
却
な
ど
検
討
し
て

い
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

は
、
担
当
課
が
無
く
て
も

本
庁
舎
や
分
庁
舎
等
で
証

明
書
の
発
行
や
各
種
手
続

き
が
で
き
る
よ
う
、
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
。

質　

問　

先
の
参
議
院
選

挙
で
自
民
党
が
勝
利
し
、

ね
じ
れ
が
解
消
さ
れ
た
。

　

消
費
税
、
税
と
社
会
保

障
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
諸
問

題
解
決
に
向
け
て
政
局
は

進
む
と
思
わ
れ
る
。

　

農
業
、
工
業
、
商
業
な

ど
全
て
の
産
業
に
影
響
す

る
、
産
業
構
造
の
変
化
や

後
継
者
問
題
、
労
働
力
不

足
、
人
口
減
少
に
対
し
、

国
は
大
き
な
対
策
を
講
じ

る
が
、
細
部
は
地
方
が
地

域
に
合
う
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
。

　

先
の
６
月
定
例
会
で
考

え
を
先
送
り
し
た
が
、
町

民
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

対
話
と
斬
新
な
発
想
で
町

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

来
年
の
次
期
町
長
選
挙
へ

立
候
補
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

国
会
は
ね
じ

れ
が
解
消
さ
れ
、
国
政
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
と
思
う
。

　

我
々
地
方
も
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
や
創
意
工
夫
が

必
要
で
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

　

基
本
と
し
て
、
長
期
的

に
安
定
し
た
町
づ
く
り
の

た
め
、
財
政
の
健
全
化
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

町
の
将
来
を
見
据
え
、

コ
ス
ト
削
減
と
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
、
必
要
な
事

業
は
し
っ
か
り
と
実
現
し

た
い
と
考
え
る
。

　

私
は
、
教
育
、
産
業
、

医
療
福
祉
を
常
に
三
本
柱

に
据
え
る
。

　

人
が
生
ま
れ
、
い
ず
れ

誰
し
も
亡
く
な
っ
て
い
く

が
、
人
生
と
い
う
期
間
に

お
い
て
、
親
の
し
つ
け
や

地
域
の
人
々
、
学
校
教
育

か
ら
学
び
、
そ
れ
を
活
か

し
て
様
々
な
産
業
に
携
わ

り
、
い
ず
れ
医
療
や
福
祉

の
お
世
話
に
な
る
。

　

こ
の
３
つ
を
基
本
に
町

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

大
き
な
３
つ
の
主
枝
に

は
、
多
く
の
枝
が
あ
り
、

花
が
咲
く
。
こ
の
一
つ
ひ

と
つ
に
取
り
組
む
こ
と
で

大
き
な
木
に
な
る
。

　

将
来
の
南
部
町
の
姿
と

し
て
、
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

い
た
大
き
な
木
で
あ
る
こ

と
を
目
指
し
た
い
。

　

後
援
会
の
役
員
会
で

は
、
後
援
会
長
は
じ
め
、

役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
次

回
に
向
け
て
強
い
要
請
を

い
た
だ
い
た
。

　

私
自
身
も
、「
南
部
町

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
た
い
」
と
い
う
決
意

で
あ
る
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

名川分庁舎

行
政
改
革
と
総
合
庁
舎

　

将
来
の
役
場
の
在
り
方

中舘 文雄 議員

山田 賢司 議員

産
業
振
興
と
町
発
展
の
た
め
、

次
期
、
町
長
選
挙
に
立
候
補

す
る
考
え
は
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質　

問　

安
倍
政
権
は
、

今
年　

月
か
ら
再
来
年
̐

10

月
ま
で
に
̏
段
階
で
年
金

を
引
き
下
げ
、
年
金
支
給

開
始
年
齢
の
先
延
ば
し
も

検
討
し
て
い
る
。

　

現
在
も
、
年
金
額
が
少

な
い
た
め
、
日
常
生
活
で

余
裕
が
な
く
、
購
買
力
の

低
下
を
招
い
て
い
る
。

　

町
は
、
年
金
引
き
下
げ

が
、
地
域
経
済
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
と
考

え
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

臨
む
の
か
。

町
長
答
弁　

現
在
支
給
さ

れ
る
年
金
は
、
平
成　

年
11

か
ら　

年
の
物
価
下
落
時

13

に
マ
イ
ナ
ス
の
物
価
ス
ラ

イ
ド
を
せ
ず
、
特
例
措
置

で
据
え
置
い
た
た
め
、
本

来
よ
り
̎
・
５
％
高
い
水

準
だ
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
３
年
間

で
現
在
の
年
金
受
給
者
の

年
金
額
を
本
来
の
水
準
に

引
き
下
げ
、
将
来
の
受
給

者
の
年
金
額
確
保
や
年
金

財
政
の
改
善
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
る
。

　

仮
に
、
１
％
引
き
下
げ

と
な
っ
た
場
合
、　

歳
で

65

国
民
年
金
が
満
期
支
給
の

方
は
、
年
額
̔
千
円
、
月

額
６
６
６
円
の
引
き
下
げ

額
と
な
る
。

　

地
域
経
済
に
与
え
る
影

響
だ
が
、
年
金
受
給
者
に

は
高
齢
の
方
が
多
く
、
町

内
で
買
い
物
を
し
て
い
る

方
が
多
い
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
、
地
元
商
店

の
売
り
上
げ
が
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
影
響
に

つ
い
て
注
視
し
た
い
。

　

年
金
受
給
世
帯
の
生
活

の
安
定
に
対
し
、
町
独
自

の
施
策
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
政
府
の
対
応
を
注
視

し
た
い
。

質　

問　

国
や
自
治
体
に

は
、
児
童
を
心
身
と
も
に

健
や
か
に
育
成
す
る
責
任

が
あ
り
、
保
育
所
を
開
設

し
、
運
営
す
る
こ
と
が
基

本
で
あ
る
。

　

町
は
、
公
立
保
育
所
の

存
在
意
義
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

町
長
答
弁　

保
育
所
に
は

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

日
々
、
保
護
者
の
委
託
を

受
け
、
家
庭
保
育
を
補
完

す
る
役
割
を
通
じ
、
児
童

の
福
祉
を
推
進
す
る
目
的

が
あ
る
。

　

昭
和　

年
か
ら　

年
代

30

40

に
施
設
整
備
を
し
、
特

に
、
朝
夕
の
延
長
保
育
、

児
童
虐
待
の
防
止
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
な
ど
先
駆
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

公
立
保
育
所
は
、
統
一

し
た
水
準
で
町
全
体
の
保

育
の
質
の
向
上
を
図
り
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
や
身

近
な
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担

う
。

質　

問　

町
の
保
育
所
を

民
営
化
す
る
計
画
が
発
表

さ
れ
、
い
つ
ま
で
安
心
し

て
保
育
所
を
利
用
で
き
る

か
心
配
で
あ
る
。

　

政
府
の
保
育
行
政
に
反

対
し
、
公
立
保
育
所
を
存

続
さ
せ
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

国
は
平
成　
24

年
̔
月
に
公
布
さ
れ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
３
法
」

の
本
格
施
行
に
向
け
議
論

し
て
い
る
。

　

町
で
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
を
設
置
し
、

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
調

査
や
検
討
を
依
頼
し
て
い

る
最
中
の
た
め
、
意
見
を

参
考
に
し
た
い
。

　

時
代
は
変
わ
り
、
非
常

に
民
間
保
育
の
質
も
向
上

し
、
自
治
体
で
も
指
定
管

理
等
で
民
間
経
営
に
移
行

す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
。

　

公
営
、
民
営
い
ず
れ
も

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
思
う
た
め
、
両

面
か
ら
検
討
し
、
方
向
を

示
し
た
い
。

　

質
の
高
い
幼
児
期
の
学

校
教
育
と
保
育
の
総
合
的

な
提
供
、
保
育
の
量
的
拡

大
、
支
援
の
充
実
を
目
指

す
政
府
の
動
向
を
踏
ま

え
、
新
制
度
の
利
点
を
活

か
し
た
い
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）
年
金
引
き
下
げ

が
地
域
経
済
に

与
え
る
影
響
と

町
の
考
え

立花 寛子 議員

公
立
保
育
所
の

存
在
理
由
は

町の年金受給状況 (H24年)
年金総額受給者数年金種別

約23億円3,870人国民年金

約43億円4,802人厚生年金

約500万円5人そ の 他

年
金
引
き
下
げ
へ
の
対
応

公
立
保
育
園
を
守
る
考
え
は

政
府
の
保
育
行

政
に
反
対
し
、

公
立
で
存
続
す

る
意
思
は

町立福地保育園
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質　

問　

国
は
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
進
め
て
い

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

　

ま
た
、
各
地
で
集
落
営

農
の
話
題
を
耳
に
す
る

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

青
年
給
付
金

や
Ｌ
資
金
の
無
利
子
化
な

ど
、
町
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
国
の
支
援
を
受
け
ら

れ
る
と
い
う
情
報
を
得
た

た
め
、
昨
年
̕
月　

日
に

27

全
町
を
範
囲
に
含
ん
だ
プ

ラ
ン
を
、
国
及
び
県
に
提

出
し
、
早
急
に
青
年
就
農

給
付
金
事
業
に
着
手
し

た
。

　

現
在
は
、
６
人
と
̎
組

の
夫
婦
が
、
国
か
ら
青
年

就
農
給
付
金
を
交
付
さ
れ

て
い
る
。

　

国
が
推
進
す
る
「
集
落

営
農
」
と
は
、
法
人
化
を

目
指
す
、
ま
た
は
、
法
人

化
し
た
集
落
営
農
組
織
活

動
は
、
農
地
や
経
理
の
一

元
化
な
ど
、
地
域
に
お
け

る
慎
重
な
話
し
合
い
の
も

と
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

質　

問　

国
・
県
で
は
、

各
種
支
援
に
よ
り
新
規
就

農
者
の
減
少
が
穏
や
か
に

止
ま
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
る
が
、
町
の
状
況
は
。

　

ま
た
、
農
業
後
継
者
の

教
育
、
研
修
の
充
実
と
嫁

婿
対
策
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁　

町
は
、
国
の

事
業
展
開
に
先
立
ち
、
平

成　

年
度
か
ら
町
単
独
で

19
新
規
就
農
者
支
援
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

　
　

年
前
と
比
較
し
、
新

10
規
就
農
者
数
に
大
き
な
変

化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
新

規
就
農
者
に
は
評
価
さ
れ

て
い
る
。

　

新
規
就
農
者
は
少
な
か

ら
ず
経
験
不
足
な
部
分
が

あ
る
と
思
う
た
め
、
諸
先

輩
方
か
ら
の
助
言
に
加

え
、
関
係
機
関
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
、 情
報
提
供
を
し
た
い
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
を

担
う
農
業
後
継
者
の
結
婚

問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め

て
い
る
。

　

過
去
に
、
三
八
地
区
花

嫁
花
婿
対
策
農
業
後
継
者

交
流
会
や
農
業
体
験
交
流

会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
思

う
よ
う
な
結
果
に
結
び
付

い
て
い
な
い
。

　

結
婚
問
題
は
、
多
岐
に

わ
た
る
原
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
町
は
、

後
継
者
育
成
も
含
め
、
農

業
に
自
信
を
持
つ
た
め
の

支
援
と
、
よ
り
良
い
農
村

環
境
作
り
を
役
目
と
し
て

努
め
た
い
。

質　

問　

昨
年
ま
で
、
緊

急
雇
用
対
策
に
よ
る
除
草

作
業
が
実
施
さ
れ
た
が
、

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

町
内
会
関
係
者
が
除
草
作

業
を
し
て
い
る
。

　

年
々
、
高
齢
化
等
で
手

が
回
ら
な
い
と
い
う
声
が

あ
る
が
。

町
長
答
弁　

集
落
内
の
道

路
は
、
町
内
会
の
皆
様
か

ら
環
境
美
化
活
動
の
一
環

と
し
て
草
刈
り
や
清
掃
作

業
を
し
て
い
だ
だ
い
て
お

り
、
町
は
町
道
清
掃
作
業

報
償
金
と
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。

　

町
全
体
の
除
草
作
業

は
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
合
わ

せ
な
が
ら
、
道
路
状
況
や

交
通
量
の
多
い
主
要
道
、

バ
ス
路
線
を
重
点
的
に
実

施
し
て
い
る
。

　

緊
急
雇
用
対
策
事
業

は
、
国
の
助
成
が
無
く
な

り
、
除
草
作
業
員
は
町
単

独
で
予
算
計
上
し
た
。
人

員
の
不
足
分
は
職
員
や
町

内
会
等
に
依
頼
し
、
な
ん

と
か
除
草
を
し
た
い
が
、

町
内
１
５
３
平
方
㌔
㍍
全

部
を
行
政
が
行
う
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。

　

町
内
会
や
各
種
団
体
よ

り
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が

ら
、
環
境
美
化
と
除
草
活

動
に
努
め
た
い
と
考
え

る
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

沼畑 俊一 議員

農
業
後
継
者
の

教
育
や
研
修
、

嫁
婿
対
策
は

人 ・ 
農
地
プ
ラ
ン

集
落
営
農
対
策

農
業
後
継
者
の
育
成

町
道
、
町
有
施
設
の
除
草

緊
急
雇
用
対
策

に
よ
る
町
内
の

除
草
作
業
は

若手農家の研修風景
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質　

問　

昨
今
は
、
ゲ
リ

ラ
豪
雨
が
局
所
的
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
大

雨
は
都
市
部
に
限
ら
ず
各

地
で
容
易
に
起
こ
り
う
る
。

　

河
道
掘
削
工
事
完
了
後

の
洪
水
被
害
軽
減
効
果
を

流
域
の
降
雨
量
含
め
具
体

的
に
説
明
願
う
。

町
長
答
弁　

水
防
事
業

は
、
県
が
平
成　

年
度
か

20

ら
土
地
利
用
一
体
型
水
防

事
業
に
着
手
し
、　

年
度

24

か
ら
床
上
浸
水
対
策
特
別

緊
急
事
業
に
格
上
げ
さ

れ
、　

年
度
完
了
目
標
を

29

２
年
短
縮
し
、　

年
度
ま

27

で
計
画
実
施
し
て
い
る
。

　

県
は
、　

年
に
一
度
発

20

生
す
る
洪
水
に
対
し
、
宅

地
の
浸
水
被
害
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
標
に
河
道
の

掘
削
と
輪
中
堤
の
整
備
を

し
て
い
る
。

　
　

年
に
一
度
発
生
す
る

20
洪
水
は
、
２
日
雨
量
で
１

３
０
㍉
㍍
と
さ
れ
る
。

質　

問　

河
道
掘
削
工
事

が
完
了
し
て
も
、
法
師
岡

狭
窄
部
分
周
辺
の
改
修
が

さ
れ
な
い
場
合
、
根
本
的

な
解
決
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

町
長
答
弁　

町
当
局
も
、

法
師
岡
狭
窄
部
の
改
修
が

な
さ
れ
な
い
場
合
、
根
本

的
な
解
決
に
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

狭
窄
部
に
つ
い
て
は
、

私
も
直
接
、
専
門
家
か
ら

助
言
を
受
け
て
お
り
、
整

備
計
画
に
「
狭
窄
部
の
影

響
」
を
文
言
と
し
て
追
加

し
た
。

　

馬
淵
川
は
、
河
口
か
ら

上
流　

㌔
㍍
ま
で
国
の
直

10

轄
管
理
、
そ
の
上
流
は
県

の
管
理
で
あ
り
、
現
在
は

青
森
県
部
分
で
河
道
掘
削

工
事
を
実
施
し
て
い
る

が
、
国
管
理
の
櫛
引
橋
付

近
ま
で
の
工
事
も
し
て
い

た
だ
か
な
い
と
効
果
が
上

が
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、「
馬
淵
川
と

と
も
に
生
き
る
期
成
同
盟

会
」
と
し
て
八
戸
市
、
三

戸
町
と
連
携
し
、
河
川
改

修
の
推
進
と
、
三
村
知
事

も
要
望
し
て
い
る
国
に
よ

る
馬
淵
川
の
一
体
管
理
、

国
に
よ
る
中
流
域
の
管
理

に
関
す
る
要
望
を
継
続
実

施
し
た
い
。

質　

問　

平
成　

年
̕
月

23

の
洪
水
の
経
験
を
踏
ま

え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
っ
た
の
か
。

町
長
答
弁　

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
国
の
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
が

今
年
度
末
で
あ
り
、
来
年

度
以
降
、
県
管
理
区
域
の

更
新
を
検
討
す
る
た
め
、

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

細
か
な
修
正
は
し
て
い
る

が
、
抜
本
的
な
見
直
し

は
、
県
の
更
新
後
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、
今

年
３
月
に
県
で
公
表
し
た

地
域
防
災
計
画
修
正
の
手

引
き
を
も
と
に
、
県
の
地

域
防
災
計
画
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
来
年
度
の

修
正
を
目
指
し
て
い
る
。

　

計
画
に
は
、
避
難
誘
導

の
際
に
災
害
時
要
援
護
者

を
優
先
す
る
こ
と
や
、
避

難
の
勧
告
等
は
町
で
定
め

た
判
断
基
準
に
基
づ
く
こ

と
を
明
記
す
る
ほ
か
、
洪

水
時
の
水
防
活
動
や
応
急

復
旧
の
対
応
拠
点
と
な
る

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
・
検
討
も
盛
り
込

み
た
い
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
、
防
災
計
画
と
も
に
町

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
、
実
効
性
の

あ
る
内
容
と
し
た
い
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

馬
淵
川
の
河
川
改
修

・
河
道
掘
削
工
事
の
洪
水
被
害
軽
減
効
果
の
検
証

・
法
師
岡
狭
窄
部
分
の
改
修
と
防
災
計
画
見
直
し

馬淵川の法師岡狭窄部分の写真

川守田 稔 議員

河
道
掘
削
工
事
は

洪
水
被
害
軽
減
の

効
果
が
あ
る
の
か

洪
水
の
経
験
を

活
か
し
、
防
災
計

画
の
見
直
し
を

実
施
し
た
の
か   

法
師
岡
狭
窄
部
の

改
修
な
く
し
て
、

根
本
的
な
解
決
と

言
え
る
の
か
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質　

問　

町
は
南
部
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
を
設

け
、
協
議
中
だ
が
、
岩
手

県
滝
沢
村
の
取
り
組
み
が

参
考
に
な
る
と
思
う
。

　

職
員
の
意
識
改
革
と
Ｉ

Ｓ
Ｏ
取
得
「
行
政
経
営
品

質
」
向
上
策
に
つ
い
て
。

町
長
答
弁　

滝
沢
村
の
村

長
さ
ん
も
行
政
に
入
っ
て
、

「
ま
ず
、 改
革
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い

で
取
り
組
ん
だ
と
思
う
。

　

役
場
を
会
社
に
例
え
、

自
ら
を
社
長
、
職
員
を
社

員
と
呼
び
、
民
間
の
意
識

を
取
り
入
れ
、
職
員
の
意

識
改
革
と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
に

取
り
組
ん
だ
姿
勢
を
参
考

に
し
た
い
。

質　

問　

今
後
の
職
員
数

は
、
住
民
人
口
の
予
測
と

サ
ー
ビ
ス
量
か
ら
ど
の
程

度
が
理
想
か
。

町
長
答
弁　

今
後
の
職
員

数
だ
が
、
病
院
と
専
門
職

等
を
除
く
平
成　

年
４
月

25

１
日
現
在
の
普
通
会
計
職

員
数
は
１
８
７
人
で
、
総

合
振
興
計
画
の
平
成　

年
24

度
目
標
値
の
２
１
３
人
を

下
回
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
２

25

月
に
策
定
し
た
総
合
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
に
お

い
て
、
町
が
推
計
し
た
将

来
人
口
の
推
移
値
は
、
平

成　

年
の
国
勢
調
査
で
約

22
１
万
̕
千
人
だ
っ
た
人
口

が
、
平
成　

年
に
は
約
１

37

万
４
千
人
に
減
り
、　

歳
65

以
上
の
比
率
は
約
̕
％
増

え
、　

％
に
な
る
と
さ
れ

39

た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
福
祉

関
連
サ
ー
ビ
ス
は
減
ら
な

い
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
職

員
を
増
や
さ
ず
に　

年
後

10

も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
事
業

の
見
直
し
と
適
正
配
置
が

必
要
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
に
合
わ
せ
、

職
員
数
を
減
ら
す
の
は
当

然
で
あ
り
、
今
後
も
適
正

な
定
員
管
理
に
努
め
た

い
。

質　

問　

移
住
・
定
住
を

考
え
る
人
は
、
自
治
体
の

サ
ー
ビ
ス
や
財
政
状
況
を

調
べ
て
判
断
す
る
と
思
う

が
、
今
後
の
行
政
に
必
要

な
視
点
は
。

町
長
答
弁　

今
後
の
財
政

状
況
に
合
わ
せ
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
適
正
な
職
員
数

の
管
理
と
職
員
の
意
識
改

革
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
　

人
を
要
す
る
事
業
も

10
̕
人
が
高
い
意
識
を
持
て

ば
乗
り
切
れ
る
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
即

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
、
少
な
い
職
員
数
で

も
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
切

れ
る
よ
う
、
今
後
も
指
導

に
努
め
た
い
。

質　

問　

馬
淵
川
流
域
と

し
て
、
県
境
を
越
え
た
流

域
市
町
村
、
県
、
国
の
具

体
的
な
改
修
計
画
、
山
林

の
保
全
も
含
め
た
議
論
は

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

他
県
と
の
協

力
関
係
だ
が
、
今
ま
で
に

市
町
村
長
が
一
堂
に
会
し

た
こ
と
は
な
い
と
記
憶
す

る
。

　

た
だ
し
、
昨
年
̒
月
に

馬
淵
川
流
域
の
青
森
、
岩

手
両
県
の
森
林
組
合
が
一

堂
に
会
し
て
意
見
交
換
が

さ
れ
、
今
年
３
月
に
馬
淵

川
流
域
森
林
・
林
業
活
性

化
協
議
会
を
設
立
し
、
協

力
体
制
を
取
る
と
聞
い
て

い
る
。

　

今
後
は
市
町
村
へ
発
展

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

岩
手
県
の
雨
量
、
二
戸

市
石
切
所
の
水
位
は
早
く

て
４
時
間
ほ
ど
で
当
町
の

水
位
に
影
響
す
る
た
め
、

県
レ
ベ
ル
の
連
携
が
大
事

だ
と
思
う
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

工藤 久夫 議員

「
滝
沢
村
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
講
談
社
発

行
の
「〝
日
本
一
の
村
〟
を
超
優
良
会
社
に

変
え
た
男
」
を
読
ん
で

職
員
の
意
識
改
革
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
で

品
質
の
向
上
を

住
民
人
口
の
予
測

サ
ー
ビ
ス
量
か
ら

理
想
の
職
員
数
は

馬
淵
川
の
洪
水 ・ 
治
水
対
策
、

県
境
を
越
え
た
流
域
市
町
村

に
お
い
て
の
議
論
は

① 定員管理（職員数）
② 給与の適正化
③ 外部委託・民間委託
④ 事務事業見直し　
⑤ 歳出削減・歳入増加
⑥ 組織・機構見直し
⑦ 外郭団体等見直し
⑧ 他自治体との連携
⑨ 資産・施設見直し
⑩ 民間との協働
⑪ 情報公開・透明性
⑫ 人材育成
⑬ 事務の効率化
⑭ 住民サービス向上
⑮ 職場環境・モチベーション

行政改革の指導項目(総務省)

住
み
た
く
な
る

町
づ
く
り
を
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質　

問　

既
存
の
公
共
施

設
は
完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

高
齢
化
社
会

と
な
り
、
高
齢
者
等
に
対

す
る
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

各
庁
舎
で
は
、
玄
関
か

ら
庁
舎
内
へ
の
出
入
り
は

段
差
を
解
消
し
、
車
椅
子

で
も
出
入
り
可
能
で
、
ト

イ
レ
も
対
応
し
て
い
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る

の
は
、
南
部
分
庁
舎
の
み

で
、
他
の
庁
舎
は
、
車
椅

子
の
方
が
１
階
で
用
事
を

完
結
で
き
る
よ
う
、
職
員

が
出
向
き
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

質　

問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
対
応
し
て
い
な
い
公

共
施
設
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
改
修
す
る

の
か
。

町
長
答
弁　

町
管
理
の
集

会
施
設
は
、
出
入
り
口
の

ス
ロ
ー
プ
、
手
す
り
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
順
次
改

善
し
て
お
り
、
新
築
や
大

規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
い
。

　

町
内
集
会
場
に
お
け
る

改
修
費
の
一
例
を
述
べ
る

と
、
一
般
の
水
洗
化
ト
イ

レ
を
車
椅
子
対
応
と
す
る

場
合
は
約
１
０
０
万
円
。

玄
関
ス
ロ
ー
プ
と
ド
ア
、

手
す
り
、
段
差
の
解
消
も

約
１
０
０
万
円
と
な
り
、

１
施
設
当
た
り
約
２
０
０

万
円
を
要
す
る
。

　

優
先
度
は
、
施
設
の
年

数
、
利
用
度
、
地
区
の
バ

ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て
決

め
た
い
。

質　

問　

町
立
名
川
病
院

と
広
場
団
地
の
新
築
移
転

後
の
跡
地
利
用
や
再
開
発

の
計
画
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
長
期
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
対
し
て
住
民
の

意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

す
る
の
か
。

町
長
答
弁　

名
川
病
院
の

跡
地
利
用
と
再
開
発
計
画

は
、
現
在
、
具
体
的
に
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
今

後
、
建
物
の
利
活
用
も
含

め
た
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
十
分
な
議
論
を
重
ね

検
討
し
た
い
。

　

広
場
団
地
は
老
朽
化
し

て
い
る
た
め
、
解
体
工
事

と
整
地
工
事
を
計
画
し
て

お
り
、
再
開
発
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
調
整
し
て

地
域
住
民
が
納
得
で
き
る

利
用
計
画
を
作
成
し
た

い
。

質　

問　

洪
水
の
経
験
か

ら
、
名
川
中
学
校
や
建
設

中
の
医
療
健
康
セ
ン
タ
ー

周
辺
道
路
の
か
さ
上
げ
、

災
害
時
の
救
援
活
動
対
策

が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る

が
、
町
の
対
応
策
は
。

町
長
答
弁　

国
道
̐
号
か

ら
県
道
櫛
引
上
名
久
井
線

を
結
ぶ
虎
渡
広
場
線
は
、

平
成　

年
と　

年
に
冠
水

18

23

し
た
た
め
、
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
道
路
の
か
さ

上
げ
工
事
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

　

道
路
の
か
さ
上
げ
は
、

洪
水
で
水
田
等
に
水
が
溜

ま
っ
て
も
、
抜
け
る
構
造

と
し
た
い
。

　

平
成　

年
の
洪
水
で

23

は
、
名
川
中
学
校
の
高
さ

ま
で
は
冠
水
せ
ず
、
医
療

健
康
セ
ン
タ
ー
は
当
初
の

計
画
よ
り　

㌢
㍍
高
く
盛

50

り
土
し
た
。

　

地
域
住
民
が
安
全
・
安

心
な
、
拠
点
施
設
へ
通
じ

る
災
害
に
強
い
道
づ
く
り

を
目
指
す
。

 　矯 一　般　質　問（第52回定例会、９月）

根市 　勲 議員

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
跡
地
の

利
用
計
画
、
施
設
の
防
災
対
策
は

町
立
名
川
病
院
と

広
場
団
地
の
新
築

移
転
後
の
跡
地
利

用
計
画
は

公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
現
状

未
対
応
施
設
の

整
備
計
画

名
川
中
学
校
周
辺

道
路
の
か
さ
上
げ

と
洪
水
対
策

町立名川中学校（左奥）、医療健康センター（建設中）周辺の様子
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 　矯 常任委員会報告 　

３
常
任
委
員
会
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
で

町
が
今
後
の
方
針
を
協
議
・
検
討
す
る
保
育
事
業
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
大
衡
村
の
認
定
子
ど
も
園「
お
お
ひ
ら
万
葉

こ
ど
も
園
」
を
訪
れ
、
幼
保
一
体
型
の
施
設
で
、
村
が

補
助
を
し
、
民
間
が
運
営
し
て
い
る
な
ど
施
設
長
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
衡
村
長
か
ら
は
「
幼
保
の
形
態
よ
り
、
村

の
子
ど
も
達
の
保
育
、
教
育
を
第
一
に
考
え
た
い
」
と

説
明
を
受
け
、
町
の
保
育
の
参
考
と
し
ま
し
た
。

幼
保
一
体
型
施
設
「
認
定
子
ど
も
園
」

を
調
査
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
、
産
業
建
設
、
教
育
民
生
、

　
　

̏
常
任
委
員
会
合
同
視
察
（
̓
月　

日
）

30

南
部
町
議
会

　
　
　

議
長　

坂
本　

正
紀

特

別

寄

稿

　

先
日
の
台
風　

号
は
、

18

町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
町
民
の
生
命
は
奪

わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

多
く
の
財
産
を
奪
い
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に

は
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
以
前
の

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

復
旧
や
防
災
に
対
し
、
議

会
も
全
力
で
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
南
部
町
民
に
は
、

母
な
る
川
で
あ
る
馬
淵
川

と
と
も
に
生
き
る
住
民
と

し
て
、
今
後
も
向
き
合
っ

て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

　

町
の
復
旧
と
同
時
に
、

　

月
̔
日
の
臨
時
会
で
可

10決
し
た
、
馬
淵
川
の
改
修

を
求
め
る
決
議
を
も
と
に
、

粘
り
強
く
各
所
に
働
き
か

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
体
制
と
な
っ
た
南
部

町
議
会
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

おおひら万葉こども園を視察し、担当職員から説明を受けま
した。

心機
一転

２年の任期満了により、新たに選任した委員を紹介します。

図書室運営
委員会

議会運営
委員会

教育民生
常任委員会

産業建設
常任委員会

総務企画
常任委員会

工藤　幸子河門前　正彦川井　健雄川守田　稔馬場　又彦委　員　長

夏堀　文孝沼畑　俊一工藤　幸子根市　勲佐々木　勝見副 委 員 長

山田　賢司工藤　正孝中舘　文雄工藤　正孝山田　賢司

委　　　員
八木田　憲司夏堀　文孝河門前　正彦夏堀　文孝八木田　憲司

中舘　文雄馬場　又彦工藤　久夫沼畑　俊一中村　善一

立花　寛子川守田　稔坂本　正紀東　寿一立花　寛子

議会図書室の管
理と議会だより
の編集を担当し
ます。

議会の会期、内
容、決議方法な
どの協議検討を
担当します。

教育、民生、福
祉、環境、病院
などを担当しま
す。

農林水産業、商
工業、観光、市
場などを担当し
ます。

行財政、防災、
税務、監査、選
挙などを担当し
ます。

役　　　割
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 自然豊かな南部町を初訪問
　青森県留学生交流推進協議
会は10月12・13日に当町を
初訪問し、県内の大学などに
通う留学生42人が、農家民泊
などを体験しました。
　初日のプログラムは、押し
花を使った壁掛けを作成。
アートセンターめいぷるのメ

ンバーから作り方を教わった
留学生は、ピンセットを使っ
て押し花を並べながら、きれ
いな模様を完成させました。
　その後、受け入れ農家で枝
豆やぶどうなどの収穫を手
伝ったり、一緒に夕食の準備
をして交流を深めたほか、２

日目はりんごのもぎ取り体験
やパフェ作りを楽しみまし
た。
　マレーシアからの留学生は
「夕食でのせんべい汁はとて
もおいしかったです。宿泊先
の人と楽しくお話ができまし
た」と感想を話していました。

県内の留学生が当町の人と交流

手際よく作業し色鮮やかな壁掛けを完成／ぶどうは甘くてとても美味しかった／南部町産の食材を使用したパフェが完成

鍋の日に祖父母と楽しい一時
　名川幼稚園では10月22日、
園児と祖父母で、なべっこ団
子を作る交流会を行い、鍋の
日をＰＲしました。
　手ぬぐいとエプロンを身に
付けた園児らは、もち粉にお

湯を入れ、こねて棒状にした
食材を、ちぎって食べやすい
大きさに丸めました。上手に
できた園児は、おじいさんに
見せるなど微笑ましい光景
も。そして、あんこが入った

お汁粉や、きな粉団子が完成
し、会食を楽しみました。　
　出町孔汰君は「団子がやわ
らかくで美味しい。みんなで
作って食べるのは楽しい」と
笑顔を浮かべていました。

なべっこ団子の会

食べやすい大きさに丸めながら手作り料理を楽しむ家族


